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総務費
10.6％

民生費
34.7％

衛生費
6.7％

商工費
5.5％

土木費
12.3％

消防費
3.4％

教育費
10.1％

公債費
11.8％

令和７年度

一般会計予算

一人一人が幸せを実感できる安曇野へ　地域の魅力を最大化

会 計 別 予 算
行政運営の基本となる一般会計のほか、保険料や財産区
など特定の事業を行う特別会計、独立採算の上下水道事
業会計の予算は次のとおりです。

会計名 令和7年度予算 前年度比
一般会計 502億5,000万円 2.7%
特別会計 213億6,396万円 1.2%

総計 716億1,396万円 2.2%

水道事業会計 令和7年度予算 前年度比
収益的収入 22億6,377万円 △1.0％
収益的支出 20億7,316万円 1.1%
資本的収入 2億7,603万円 25.1%
資本的支出 19億9,865万円 △1.7％

下水道事業会計 令和7年度予算 前年度比
収益的収入 37億8,083万円 0.8%
収益的支出 37億6,193万円 1.3%
資本的収入 23億613万円 44.4%
資本的支出 33億7,667万円 6.6%

502億5,000万円

歳　　入

前年度比
＋2.7％

122億2,337万円（前年度比＋8.4％）
個人市民税(48億1,500万円)
固定資産税(55億6,600万円)など

＜分担金負担金等1.2％＞
5億9,142万円（前年度比△1.1％）
保育児童保育料(1億6,831万円)など

＜財産収入・寄附金0.7％＞
3億5,139万円（前年度比△0.6％）
ふるさと寄附金(3億円)

26億4,734万円（前年度比△1.4％）
施設使用料など

116億円（前年度比△2.2％）
普通交付税（109億6,000万円）
特別交付税（6億4,000万円）

35億7,819万円（前年度比△7.5％）
地方消費税交付金（24億4,000万円）など

86億1,276万円（前年度比＋17.4％）
児童手当国庫負担金（14億7,867万円）
自立支援給付費負担金（9億4,189万円）など

市税
24.3％

繰入金・繰越金
7.5％

諸収入5.3％

地方交付税
23.1％

地方譲与税等
7.1％

国県支出金等
17.1％

地方債
13.7％

人件費
16.8％

物件費
17.3％

維持修繕費
0.4％

扶助費
12.7％

補助費等
15.7％

普通建設
事業費
15.9％

公債費
11.8％

積立金0.9％
投資及び出資金0.3％

貸付金3.1％
繰出金4.9％
予備費0.1％

37億5,624万円（前年度比＋24.2％）
財政調整基金繰入金(11億3,490万円)など

68億8,930万円（前年度比△13.1％）
合併特例事業債(30億760万円)
過疎債(2億5,080万円)
借換債（13億9,440万円）など

性質別 目的別

安曇野の魅力を最大限発揮できるよう、総合計画に定める５つの価値創出プロジェクトを中心に事業の選択と集中
を行いました。予算の概要と主な事業を紹介します。                                                     問財政課 ℡71-2005

歳　　出

※万円未満四捨五入により金額の合計が一致しない場合があります。また同様に構成比の割合が100％にならない場合があります。

＜議会費0.5％＞
2億6,182万円（前年度比＋5.1％）

53億1,659万円（前年度比＋15.3％）
全般的な管理事務のための経費

174億5,544万円（前年度比＋14.0％）
乳幼児・高齢者などを支援するための経費

＜労働費0.1％＞
6,183万円（前年度比＋0.7％）
勤労者支援のための経費

21億893万円（前年度比△3.7％）
農産物等販路拡大事業、有害鳥獣駆除対
策事業、さとぷろ。などの経費

27億4,049万円（前年度比＋0.1％）
制度資金貸付、企業助成事業などの経費

61億7,371万円（前年度比＋17.6％）
市道新設改良事業、道路橋梁維持などの経費

16億9,574万円（前年度比＋7.3％）

50億9,292万円（前年度比△24.5％）
認定こども園、小中学校、社会体育、文化事業などの経費

59億3,161万円（前年度比△20.0％）
借入金返済のための経費

＜予備費0.1％＞
5,000万円(前年度比±0%)
想定外の支出に対応するための経費

＜災害復旧費0.0％＞
301万円(前年度比△59.9％)

農林水産業費
4.2％

33億5,791万円（前年度比＋23.4％）
生活環境保持のための経費
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新年度の主な取り組みを価値創出プロジェクトごとに紹介します

プロジェクト１ 誰もが活躍する共生のまち　 ～違いを認め合い、さまざまな人が活躍できるまち～

◆外国籍の皆さんへの支援
　・外国籍市民相談窓口を運営　700万円
　・外国籍の中学生へ日本語をオンラインで支援　129万円

◆市民・職員の共生意識向上に向けた取り組み
　・共生社会づくり×文化芸術フェスタの開催　302万円 新
　・ユニバーサルデザインの安曇野市役所を目指して
　　職員研修を実施　55万円 新

◆公園施設のユニバーサルデザイン化の加速
　・室山アグリパーク、下長尾公園トイレをバリアフリー化
　　8,328万円外国籍市民の生活相談に応じる市民相談窓口を充実

プロジェクト２ 選ばれ続けるまち、安曇野　 ～若者や子育て世代に選ばれ続けるまちへ～

◆若者が安曇野で働きたいと思えるように
・大学生を対象に市内企業をバスで巡る
  オープンファクトリーを実施　292万円 新
・中学生を対象にキャリアフェスティバルを開催　522万円 

◆経済活性化に向けた企業誘致としごと創出
・北穂高地区に予定している新たな産業団地造成に向けて

企業誘致　359万円
・地域資源・市内企業と都市部の企業をマッチングさせ

新ビジネスを創出　374万円 新
・リモートワーカーを育成し多様な働き方を推進　997万円
・奨学金返還制度を設ける中小企業を支援　200万円 新

◆移住定住施策の取り組み
・子育て世代・若者をメインターゲットに
  安曇野の暮らしを発信　6,044万円

◆選ばれるための観光 PR
・観光メタバースを活用したプロモーション　900万円
・台湾からの訪日教育旅行を誘致　282万円
・企業の福利厚生休暇を活用した旅行を誘致　330万円 新

若い世代をターゲットに作成した移住プロモーション動
画「心地よさと暮らす、安曇野物語」

台湾からの訪日教育旅行を誘致 市内の子どもたちと交流

プロジェクト1  誰もが活躍する共生のまち

プロジェクト2  選ばれ続けるまち、安曇野

プロジェクト3  AZUMINO ブランドの発信

プロジェクト 4  文化・芸術中核都市の実現

プロジェクト 5  アウトドア・スポーツの聖地

市のまちづくりの基本となる総合計画。令和５年から令和９年
までの指針となる「第２次総合計画後期基本計画」では、安曇
野の新たな魅力や価値を創出し、すでに存在する多
くの魅力を高め、価値として認識してもらうため５
つの「価値創出プロジェクト」を設定しています。

価値創出プロジェクトとは？
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◆安曇野ナンバーの交付開始
　・安曇野ナンバーを推進　263万円

◆安曇野市×あずさマルシェ
　in LUMINE AGRI MARCHE の開催　231万円

◆シンガポールで農産物プロモーションを実施　1,155万円

◆地下水などの保全に向けた取り組み
　・第 2 次安曇野市水環境基本計画の策定　1,276万円
　・アルプス地域地下水保全対策協議会で
 　  水位調査・計画策定に向けた研修会を開催　87万円 新

首都圏で新鮮な安曇野産の農産物等を販売・PR

わさび田湧水群公園 憩いの池を清掃。地下水の保全と同
時に水環境保全・普及案内人「あづみの水結」を PR します

◆鐘の鳴る丘集会所での
　アーティスト・イン・レジデンス（AIR）開催
　・活動拠点となる鐘の鳴る丘集会所の管理運営　1,479万円 新
　・東京藝術大学 AIR　300万円
　・京都芸術大学アートプロジェクト　200万円

◆小説『安曇野』の地元小中学生への PR
　・小説の存在や生まれた経過を分かりやすく紹介する動画を
　　作成　220万円 新

◆豊科近代美術館（安曇野市美術館）のリニューアルと
　記念企画展の開催
　・豊科近代美術館大規模改修工事　４億5,045万円
　・ガラス工房40年記念兼美術館リニューアル記念展　390万円

　 ※豊科近代美術館は4 月から安曇野市美術館に名称を変更しました。

■アーティスト・イン・レジデンス（AIR）とは
アーティストが一定期間市内に滞在し、活動を支援する事
業。アーティストは、日常と異なる環境に身を置くことで活
動に没頭でき、さらに市民とアーティストが交流・体験を行
うことで芸術を身近に感じられる機会となっている。令和４
年度から継続して開催している。

アーティスト・イン・レジデンスの拠点として改修され
た鐘の鳴る丘集会所

地域とアーティストが交流 京都芸術大学アートプロジェクト

プロジェクト３ AZUMINOブランドの発信　 ～安曇野の価値を戦略的に国内外へ売り込む～

プロジェクト４ 文化・芸術中核都市の実現　 ～文化的素地を生かし、文化・芸術の「拠点」へ～

あづみの水結 X( 旧 Twitter）
豊かな水の恵み、水を守り・育む地域の営み
を発信中。ぜひフォローをお願いします。
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プロジェクト５ アウトドア・スポーツの聖地　～豊かな自然を生かしたアウトドア環境を発信～

◆カヌーを中心としたアウトドア施設の整備
　・アウトドア拠点施設（センターハウス）の基本・実施設計
　　2,764万円
　・前川のカヌーコースを整備　5,117万円 新
　・アウトドア拠点整備に向けたイベントの実施　671万円 新

◆東山のにぎわい創出に向けた環境整備
　・林道長峰線に待避所設置　6,066万円 新
　・長峰山天平の森のトイレを洋式化　235万円 新
　・長峰山登山口駐車場を新たに整備　127万円 新
　・明科廃線敷に案内スポット・廃線敷マップ看板を設置　132万円 新
　・明科廃線敷で開催される安曇野 APPLE HALLOWEEN 補助 

　200万円
　・光城山頂上にベンチ新設　40万円 新
　・光城山登山口駐車場を拡張整備　427万円 新

◆北アルプス登山口駐車場等の混雑解消に向けた取り組み
　・登山口駐車場管理システム構築　3,989万円
　・山岳観光バス（安曇野の里～三股登山口）の実証運行　227万円 新

◆かじかの里公園の整備
　・駐車場の駐車台数を約２倍に増設　1,860万円 
　・管理棟、桟橋の改修、遊具更新等のリニューアル　7,026万円 

◆スポーツイベントと施設の充実
　・サイクリングイベントを開催　132万円 新
　・マウンテンバイクコースのさらなる充実　405万円
　・ジャパンアルプスサイクリングロードにサインを設置　420万円 新
　・アーバンスポーツフェスティバルを開催　100万円 新
　・前川ウォータースポーツ体験会を開催　72万円 新
　・穂高総合体育館テニスコート照明をLED化　6,109万円 新

インフォメーションセンター機能とカヌー貸出ルームや
準備室、カフェなどを備える予定で設計を実施

明科から長峰山へ向かう林道長峰線
すれ違いをスムーズにする待避所を設置

令和７年度予算特集

支障木などを伐採しマウンテンバイクコースを充実

そのほかの主な取り組み

◆子どもの医療費18歳まで無料化　7,568万円 新
◆低所得の加齢性難聴高齢者を対象に補聴器購入を助成　150万円 新
◆ゼロカーボンへの取り組み
　・住宅用地球温暖化対策設備設置補助に
　　新たに電気自動車購入補助を追加　2,733万円
　・公用車に電気自動車を導入　645万円 新
　・公共施設の照明をLED化　２億2,208万円
◆空き家戸数現地実態調査・空き家の活用など　7,739万円
◆物価高騰分の学校給食費を公費で負担　7,388万円
◆プラスチック製品廃棄物の資源回収開始
　・プラスチック使用製品廃棄物業者への持込料　801万円 新
◆認定こども園の園庭芝生化　1億8,885万円

地域おこし協力隊員による空き家の掘り起しやイベント
を開催し空き家活用を促進
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暮らしや事業などに活用できる令和 7年度の補助金制度を紹介します。
予算には限りがありますので、お早めにご利用ください。詳細は問い合わせいただくか市 H

ホームページ

Pをご覧ください。

共通事項　申必要書類を危機管理課または支所へ提出。いずれも申請は年度内1回に限ります。
　　　　　問危機管理課 ℡71-2119

補助金額

※次のいずれかに該当する人がいる世帯は   分の
▷65歳以上　▷18歳以下
▷身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
を持っている人
▷市から要介護認定を受けている人
▷避難行動要支援者名簿に登録されている人

申請は買った後
市防災ラジオの購入

購入費の3分の1  最大2万円
補助金額

対象品目
防災セット(既製品)、発電機、懐中電灯、簡易トイレ、
寝袋、カセットコンロ、家具転倒・落下防止器具、
テント、クーラーボックス ほか
※その他の対象品目と注意事項は
市H

ホームページ
Pでご確認ください

申請は買う前
防災用品の購入

購入費の3分の1  最大2万円

補助金額

対次の全てに該当する認定農業者または認定新規就農者
▷市内在住で市内で農業経営を行う人
▷市の地域計画に担い手として掲載されている人
　（見込みを含む）
▷規模拡大の意向がある人
▷直近5年以内に市から農業機械等に関する補助金を
　受けていない人
申 5月30日(金)までに必要書類を農政課へ提出
問農政課 ℡71-2429

■申請前にご確認ください
・購入前に申請が必要です
・申請多数の場合には市が定める採択ポイントに基づ
　いて対象者を決定します

認定農業者・新規就農者の皆さん
農業機械の導入

導入費の10分の3  最大100万円
補助金額
　　　　　　　　　　　
※ただし長野県等からの補助分を除く
▷1会計年度につき原則3人まで
▷補助期間は入社した年度を含めて5会計年度
対長野県の奨学金返還支援制度導入企業サポート事業
　補助金の令和7年度分の交付を受けた市内に事業所
　がある中小企業等
申必要書類を商工労政課へ提出
問商工労政課 ℡71-2041

■負担割合のイメージ
年間30万円の返還を行った場合

長野県奨学金返還支援制度導入企業サポート
事業を利用している事業者の皆さん
返還金の一部を補助します

支援対象従業員1人につき  最大12万円

23

補助金額 対象経費の10分の10 最大50万円

節目の年を盛り上げる事業を応援! 市制施行20周年記念市民提案

対▷特別事業　20周年を記念し、新たに開催する事業
　▷冠事業　　20周年を記念し、例年より規模等を拡大して行う事業

申必要書類を政策経営課へ提出
問政策経営課 ℡71-2401

県負担12万円 市負担12万円
自己
負担
6万円
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補助金額

▷長さ3メートル以上の生垣に限ります
▷設置費は苗木等の資材費、業者への委託費を含みます

▷生垣の設置に伴うブロック塀の撤去に限ります
▷撤去費は解体や処分、工事請負費を含みます
申工事着工前、苗木等の購入前に建築住宅課へ必要書
　類を提出。申請は同一敷地に対して1回です。
問建築住宅課 ℡71-2242

■鉄筋探査機が無料で利用できます
ブロック塀の鉄筋の有無が確認できる
鉄筋探査機を無料で貸し出しています。
貸し出しを希望する人は問い合わせく
ださい。

生垣の設置・
ブロック塀の撤去

対■出産　　　生まれた子ども1人につき1本
　■住宅取得　住宅1軒につき2本
▷1本につき4000円分の苗木・土と交換できます
　（4000円を超えた分は自己負担）
申事実があった日から1年以内に申請書を建築住
　宅課へ提出。申請した年度末までに
　交換が必要です。
問建築住宅課 ℡71-2242

お　　に活用!　　補助金のススメ得

補助金活用前

■生垣の設置　設置費の2分の1  最大5万円

■ブロック塀の撤去　撤去費の2分の1  最大15万円

人生の節目に記念樹をプレゼントします

補助金活用後

申工事着工前に必要書類を環境課へ提出
問環境課 ℡71-2492
■住宅用雨水貯留施設とは？
雨水を住宅の雨どい等から分岐機器でタンクに流入さ
せ、ためる設備です。災害時の
生活用水にも活用できます。

住宅用
雨水貯留施設の設置

申設備は着工前、電気自動車は初度登録前に
　必要書類をゼロカーボン推進課へ提出
問ゼロカーボン推進課 ℡71-2085

住宅用地球温暖化
対策設備の設置
対象設備 補助金額

太陽光発電システム

7万5000円定置型蓄電システム

電気自動車等充給電設備

電気自動車 10万円

太陽熱利用システム 4万円

対象設備 補助金額

100㍑以上500㍑未満 設置費の2分の1・最大2万5000円

500㍑以上
設置費の2分の1・最大5万円

合併処理浄化槽からの転用

…補助対象となる部分 貯留タンク

分岐機器
蛇口

架台
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さまざまな仕事に触れて　将来をイメージ

安曇野市中学生キャリアフェスティバル開催

■手数料（税込み）

安曇野ナンバー交付記念セレモニーを開催

交付を記念し、早春賦音楽祭でナンバーの大型レプリ
カの除幕などを行うセレモニーを開催します。
日 5月11日(日)13：30～
場国営アルプスあづみの公園堀金・穂高地区 野の休憩所
問政策経営課 ℡71-2401

交付手数料
中型2枚 大型2枚

軽自動車 普通車

ペイント式 （通常） 2,180円 1,980円 2,900円

ペイント式
希望ナンバーあり

4,900円 4,460円 5,440円

図柄入り※ 10,500円 9,540円 14,300円

注目情報1

■キャリアフェスティバルとは？

中学生が安曇野の魅力ある企業で働く大人の姿や考え
に触れ、これからの生き方や将来働くヒントを考えるイ
ベントです。また、地域の大人とのつながりや安曇野へ
の愛着を持ってもらうことも目的にしています。

キャリアフェスティバルへの参加を希望する事業
所や団体、個人事業主の皆さんを対象に説明会を
開催します。参加を検討している事業者の皆さん
も、まずは説明会にご参加ください！
日 6月9日（月）・11日（水）
　① 15：00 ～ 16：00
　② 18：00 ～ 19：00
場市役所3階会議室301
申 5月13日（火）までに右記2次元コードから

問学校教育課
℡71-2461

中学生が企業などの出展ブースを巡り、生き方や働く意味を考えるきっかけづくりに役立つキャリアフェスティバ
ルを開催します。

日　　時 10 月 15 日（水） 9：00 ▶ 16：00 穂高公民館・穂高総合体育館場　　所

参加・協力をいただける事業所や団体、個人事業主
の皆さんを募集します

注目情報2 注目情報3

令和8年度 明北小学校
小規模特認校児童募集
令和8年4月に小規模特認校制度により明北小学校へ
転入学を希望する児童を募集します。

■募集人数　各学年　若干名
※詳細は4月下旬に市H

ホームページ
Pで公開する募集要領をご覧くだ

さい

学びの環境を体感！明北オープンDAYを開催

転入学を希望する皆さんを対象にした学校見学会を
開催します。詳細は市H

ホームページ
Pをご覧ください。

新1年生対象　　　日 5月16日(金)、6月25日(水)
新2～6年生対象　 日 9月11日(木)
問学校教育課 ℡71-2460

■小規模特認校とは？

明北小学校の環境や小規模での学びを希望する児
童や保護者に、一定の条件のもと市内全域から児
童の転入学を認める制度です。

交付間近! 安曇野ナンバー
手数料が決定
5月7日から交付が始まる安曇野ナンバーの交付手数
料が公表されました。

ナンバーの種類

※1,000円以上の寄付でフルカラーのナンバーになります。

Google
フォーム 
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部
長
級

▼
議
会
事
務
局
長（
同
局
次
長
）青
木
規
素

部
長
級
昇
格

▼
市
民
生
活
部
長（
同
部
移
住
定
住
推
進
課

長
）赤
沼
さ
つ
き

課
長
級

▼
総
務
部
職
員
課
長（
保
健
医
療
部
健
康
推

進
課
長
）沖
智
志
▼
総
務
部
財
産
管
理
課
長

（
都
市
建
設
部
建
築
住
宅
課
）高
木
淳
▼
政
策

部
政
策
経
営
課
付
課
長
・
松
本
広
域
連
合
派

遣（
教
育
部
学
校
給
食
課
長
兼
中
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学
校
給
食
担
当
係
長
）

西
澤
弘
修
▼
政
策
部
行
革
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

セ
ン
タ
ー
所
長
）髙
橋
秀
行
▼
議
会
事
務
局

次
長（
併
）公
平
委
員
会
事
務
局
長（
総
務
部

職
員
課
長
）山
口
尊
礼
▼
教
育
部
学
校
給
食

課
長
兼
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

学
校
給
食
担
当
係
長（
監
査
委
員
事
務
局
長

（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
長
）竹

内
章
▼
教
育
部
生
涯
学
習
課
長（
政
策
部
人

権
共
生
課
長
）財
津
達
弥
▼
教
育
部
子
ど
も

家
庭
支
援
課
副
参
事
兼
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
長（
保
健
医
療
部
健
康
推
進
課
副
参
事
兼

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
健
康
支
援
担

当
係
長
）小
林
成
子

課
長
級
昇
格

▼
政
策
部
人
権
共
生
課
長（
同
部
同
課
長
補

佐
兼
人
権
共
生
係
長
）櫻
井
義
之
▼
市
民
生

長（
総
務
部
税
務
課
副
参
事
兼
諸
税
係
長
）

森
田
剛
幸
▼
市
民
生
活
部
移
住
定
住
推
進
課

長（
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
課
長
）下
里

強
▼
保
健
医
療
部
健
康
推
進
課
長（
福
祉
部

障
が
い
者
支
援
課
長
）太
田
雅
史
▼
保
健
医

療
部
健
康
支
援
課
長（
教
育
部
生
涯
学
習
課

長
）二
木
正
▼
保
健
医
療
部
国
保
年
金
課
長

（
市
民
生
活
部
地
域
づ
く
り
課
長
兼
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
所
長
）保
科
幸
▼
農
林
部
耕
地

林
務
課
長（
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長
）麻
田

英
了
▼
都
市
建
設
部
建
築
住
宅
課
長（
保
健

医
療
部
国
保
年
金
課
長
）新
保
賀
朗
▼
上
下

水
道
部
下
水
道
課
長（
農
林
部
耕
地
林
務
課

長
）小
川
昇
▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長（
教

育
部
子
ど
も
家
庭
支
援
課
副
参
事
兼
学
校
給

食
課
学
校
給
食
担
当
係
長
兼
南
部
学
校
給
食

活
部
地
域
づ
く
り
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
所
長（
同
部
同
課
長
補
佐
兼
三
郷
支
所
長

兼
三
郷
地
域
担
当
係
長
）児
玉
敦
子
▼
福
祉

部
障
が
い
者
支
援
課
長（
市
民
生
活
部
市
民

課
長
補
佐
兼
市
民
担
当
係
長
）高
橋
恵
▼
商

工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
課
長（
教
育
部
子

ど
も
家
庭
支
援
課
長
補
佐
兼
児
童
青
少
年
係

長
）古
畑
瑞
恵
▼
上
下
水
道
部
上
水
道
課
長

（
同
部
同
課
長
補
佐
兼
維
持
係
長
）重
野
治
茂

▼
監
査
委
員
事
務
局
長（
併
）選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
書
記
長（
福
祉
部
高
齢
者
介
護
課

長
補
佐
兼
長
寿
福
祉
係
長
）蓮
井
文
人

●
職
員
人
事
異
動
（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
部
長
・
課
長
級
以
上
）　
※
（　
）
内
は
前
職

組織の一部が変わりました

4月1日から市役所の組織を一部変更し
ました。
■保健医療部「健康支援課」を新設
　 健康推進課健康支援担当を「課」に変

更し、市民の皆さんの健康に関する業
務をより迅速に行います。

■�国スポ・全障スポ推進室を設置
　 令和10年度に開催される第82回国民

スポーツ大会・第27回全国障害者ス
ポーツ大会に向けて運営体制を強化
しました。

■�環境課環境保全係を環境保全担当へ
変更

　 穂高基地公園合葬墓２号基の設計等
に対応するため係名を変更しました。

■�高齢者介護課介護予防担当を包括支
援担当へ変更

　 中央地域包括支援センターを外部委
託し、介護予防に加えて高齢者への包
括的な支援を行う体制を整えました。

きめ細やかな支援を充実
中部地域包括支援センター開所式

市は４月１日、中部地域包括支援セン
ターの開所式を開きました。これまで
市直営で運営していた中央包括支援セ
ンターを社会医療法人財団・慈泉会に
委託。豊科、明科地域の高齢者の介護や
医療の相談などの支援をよりきめ細や
かに行っていきます。地域包括支援セン
ターは市内に３カ所あり、北部、南部は
市社会福祉協議会に委託しています。

センター開所をテープカットで祝う
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●
古
民
家
の
価
値
を
未
来
へ
　
官
民
連
携
で
等
々
力
家
の
再
生
・
活
用
へ
第
一
歩

●
災
害
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
で
素
早
い
復
旧
へ
　
協
定
で
連
携
を
強
化
　

　
市
は
こ
の
ほ
ど
、
扉
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
と
「
本
陣
等
々
力
家 

再
生
・
活

用
事
業
」
に
関
す
る
民
間
提
案
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
で
は
、
一
部
が
市
有

形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
本
陣
等
々
力
家
の

再
生
・
活
用
の
事
業
化
に
向
け
た
詳
細
な
協

議
を
行
う
た
め
、
市
と
事
業
者
が
行
う
役
割

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
で
３
月
14
日
に
行
わ
れ
た
調
印
式

で
太
田
市
長
は
「
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の

あ
る
古
民
家
に
新
し
い
価
値
を
見
出
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
残
し
て
い
く
先
進
事
例
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。事
業
化
に
向
け
、

民
間
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
と
豊
富
な
経

験
を
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
扉

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
齊
藤
社
長
は
、
本
物

の
体
験
を
求
め
る
高
付
加
価
値
な
旅
行
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
に
触
れ
「
等
々
力
家
の
再
生
・

保
存
を
通
し
、
安
曇
野
の
豊
か
な
自
然
や

人
々
の
生
活
と
い
っ
た
コ
ア
な
価
値
を
提
供

し
、
選
ば
れ
る
観
光
地
と
な
る
よ
う
ま
い
進

し
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
等
々
力
家
の
持
続
可
能
な
継
承

の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
し
た
検

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
施
設
を

災
害
時
の
活
動
拠
点
に
活
用

　

市
と
あ
づ
み
農
業
協
同
組
合
は
３
月
13

日
、「
災
害
時
に
お
け
る
施
設
等
の
使
用
に

関
す
る
協
定
」
を
結
び
、
市
役
所
で
締
結
式

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
市
は

災
害
時
、
支
援
に
駆
け
付
け
た
機
関
や
団
体

の
活
動
拠
点
や
一
時
的
な
宿
泊
場
所
と
し

て
、
同
組
合
本
所
の
会
議
室
を
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
締
結
式
で
太
田
市
長
は
「
災
害
時
の
活
動

拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
感
謝
。
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
へ

の
さ
ら
な
る

備
え
と
し
た

い
」
と
あ
い

さ
つ
。
宮
澤

組
合
長
は

「
自
家
発
電

機
能
が
あ
る

討
チ
ー
ム
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
市
と
し

て
は
初
め
て
と
な
る
随
意
契
約
保
証
型
の
民

間
提
案
に
よ
っ
て
事
業
提
案
を
募
集
。
応
募

の
あ
っ
た
４
社
か
ら
選
定
委
員
会
で
選
ば
れ

た
同
社
が
交
渉
権
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
計
画
に
よ
る
と
、
等
々
力
家
敷
地
内
の
建

物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
歴
史
的
な
文
化

財
の
趣
を
そ
の
ま
ま
生
か
す
宿
泊
エ
リ
ア
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
地
域
住

民
と
の
文
化・交
流
促
進
エ
リ
ア
を
整
備
し
、

令
和
９
年
度
以
降
の
開
業
を
目
指
し
ま
す
。

施
設
で
災
害
時
に
有
効
活
用
で
き
る
。
市
役

所
に
も
近
く
、
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
災
害

対
策
の
一
助
と
な
れ
ば
」
と
連
携
を
深
め
ま

し
た
。

災
害
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
復
旧
の
た
め
に

協
力
体
制
を
強
化

　
災
害
時
に
被
災
し
た
土
木
施
設
の
被
害
状

況
の
調
査
や
復
旧
時
の
測
量
・
設
計
業
務
を

安
曇
野
市
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

（
中
村
功
代
表
理
事
）
へ
要
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業

務
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が
３
月
24
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。
調
印
式
に
は
太
田
市
長

と
同
組
合
に
加
盟
す
る
５
社
が
出
席
。
中
村

代
表
理
事
は
「
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
。
い
ざ
と
い
う
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
復

旧
に
つ
な
が
る
よ
う
に
協
力
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
太
田
市
長
は
「
万
が
一
の
た
め
に

日
頃
の
連
携
を
深
め
、
共
に
安
曇
野
を
支
え

て
い
た
だ
き
た
い
」と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

協定書を掲げる太田市長（左）と
宮澤組合長（右）

協定を結んだ太田市長と扉ホールディングス齊
藤社長（中央右）ら共同事業体代表者

協定書を掲げる太田市長（中央右）
と中村代表理事（中央左）と組合加
盟者
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●
中
信
地
区
で
初
　
ヤ
マ
ト
運
輸
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　
市
は
、地
域
の
活
力
と
つ
な
が
り
を
育
み
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
共
創
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
多
く
の
事
業
者
や
団
体

と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
、
３
月
25
日
に
市
役
所

で
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。
同
社
と
は
昨
年

10
月
に
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
連
携
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
日
常
業
務
の
中
で
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
協
定
を
契
機
に
、
防
災
や
交

通
安
全
教
室
、
詐
欺
対
策
、
道
路
管
理
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
連
携
が
生
ま
れ
た
た

表敬
訪問

船越義珍杯第16回世界空手道世界選手権大会
45～49歳個人女子 形の部 ４位 小林智代美

世界・全国で活躍し優秀な成績を収
めた皆さんが市役所を訪れ、太田市
長に結果を報告しました。（敬称略）

め
、
こ
の
ほ
ど
包
括
連
携
協
定
の
締
結
に
至

り
ま
し
た
。

　
締
結
に
先
立
ち
太
田
市
長
は
「
ヤ
マ
ト
グ

ル
ー
プ
の
持
つ
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

専
門
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
北
信
越

統
括
松
本
主
管
支
店
の
秋
田
主
管
支
店
長
は

「
見
守
り
に
加
え
包
括
連
携
で
き
た
こ
と
は

大
変
光
栄
。
物
流
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

防
災
や
ブ
ラ
ン
ド
発
信
な
ど
幅
広
い
分
野
で

協
力
し
た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。

全国都道府県対抗駅伝競走大会
▷男子優勝 中澤侑己（堀金中）、三澤岳士（豊科北中）▷
女子５位 小出澤恋実（豊科北中）、熊谷心陽（豊科南中）

全日本ジュニアピアノコンクール
▷C課程入賞 清澤拓真（穂高北小）▷初級子供デュオ
銅賞 廣川和・廣川岳遼（穂高北小）▷中級子供デュオ
銀賞 百瀬健太（穂高東中）・石井響乃介（穂高西中）▷
中級親子デュオ入賞 山本大樹（穂高北小）・山本愛

令和6年度消防団等地域活動表彰受賞
市消防団

青年海外協力隊　トンガへ派遣
竹内梓（豊科）

青年海外協力隊として派遣先
で番組制作を担当する竹内さ
んが3月26日に市役所を訪れ

「これまで携わってきた報道の
経験を生かして励みたい。派
遣後は学んだことを地元に還
元できれば」と太田市長に決意
を語りました。

協定書にサインする太田市長とヤマト運輸の秋田主管
支店長
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▢日時

▢期間

▢場所

▢内容

▢対象

▢講師

▢費用

▢定員

▢持物

▢申込

▢提出先

▢その他

▢問合せ

日

期

場

内

対

講

費

定

持

申

提

他

問

詳しくは
市ホームページで
検索

無料アプリ
「マチイロ」
広報紙はスマホで

広報あづみの
朗読版

12

４
月
の
納
期
限
は
４
月
30
日（
水
）

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
水
道

料
金
（
穂
高
・
三
郷
地
域
）、
下
水
道
使
用

料
（
豊
科
・
堀
金
・
明
科
地
域
）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

　
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
税（
種
別
割
）が
減
免
さ
れ
ま
す
。

対
①
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
有
し
、
障
が

　
い
の
程
度
や
軽
自
動
車
の
使
用
目
的
な
ど
、

　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

　
②
車
い
す
仕
様
車
な
ど
、
身
体
に
障
が
い

　
の
あ
る
人
の
た
め
に
特
別
な
仕
様
で
製
造

　
ま
た
は
構
造
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車

　
③
社
会
福
祉
事
業
者
が
、
事
業
を
行
う
た

　
め
に
直
接
使
用
す
る
軽
自
動
車

※
減
免
要
件
の
詳
細
等
は
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

を
ご
覧
い

　
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
納
税
通
知
書
到
着
後
か
ら
６
月
２
日（
月
）

　
ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
支
所
へ
申
請
書
等

　
必
要
書
類
を
提
出

他
令
和
６
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人
に
は
、

　
２
月
に
減
免
内
容
変
更
確
認
書
を
発
送
し

　
ま
し
た
。
変
更
が
な
い
人
は
、
申
請
の
必

　
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
税
務
課

℡
71
・
２
４
８
４

軽
自
動
車
の
車
検
用
納
税
証
明

　
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不

要
と
な
っ
た
た
め
、
納
税
証
明
書
は
送
付
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
納
付
直
後
や
年
度
途
中

で
の
名
義
変
更
後
、
対
象
車
両
に
過
去
の
未

納
が
あ
る
場
合
な
ど
は
証
明
書
の
提
示
が
必

要
で
す
。
発
行
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
税
務
課

℡
71
・
２
４
８
４

「
安
曇
野
市
技
能
者
褒
賞
」
候
補
者
の
推
薦

　
11
月
５
日（
水
）開
催
予
定
の
安
曇
野
市
技

能
者
褒
賞
授
与
式
で
褒
賞
す
る
、
次
の
基
準

に
該
当
す
る
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
職
種
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
①
推
薦
者　
次
の
い
ず
れ
か
の
団
体

　
▽
褒
賞
の
対
象
と
な
る
人
が
加
入
し
て
い

増
便　
田
沢
駅
前
発
午
後
７
時
30
分
発

問
政
策
経
営
課

℡
71
・
２
４
０
１

緑
の
相
談
窓
口
を
開
設

　
庭
木
の
剪せ
ん
て
い定
や
花
の
育
て
方
な
ど
、
緑
に

関
す
る
悩
み
ご
と
が
電
話
で
相
談
で
き
ま
す
。

日
毎
月
第
１
月
曜
日（
休
日
の
場
合
翌
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
都
市
計
画
課

℡
71
・
２
２
４
９

地
下
水
の
採
取
量
報
告
書
の
ご
提
出
を　

　

地
下
水
を
保
全
し
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た

め
、
井
戸
の
所
有
者
な
ど
地
下
水
を
利
用
し

て
い
る
事
業
者
や
家
庭
に
は
、
毎
年
地
下
水

採
取
量
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
報
告
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

申
５
月
30
日（
金
）ま
で
に
環
境
課
へ
。
報
告

　
書
は
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
環
境
課

℡
71
・
２
４
９
２

　
る
当
該
職
種
別
団
体

　
▽
褒
賞
の
対
象
と
な
る
人
が
職
種
別
団
体

　
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
同
業
者
ま

　
た
は
安
曇
野
市
商
工
会
、
安
曇
野
工
業
会

　
等
の
地
域
発
展
等
の
た
め
に
総
合
的
な
活

　
動
を
行
う
団
体

②
候
補
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
▽
市
内
に
住
所
を
有
し
、
同
一
の
職
種
に

　
30
年
以
上
従
事
し
て
い
る
人

　
▽
当
該
職
種
に
係
る
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、

　
そ
の
技
術
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
る
人

　
▽
後
進
の
育
成
等
業
界
の
発
展
に
寄
与
し

　
た
人

申
６
月
２
日（
月
）ま
で
に
推
薦
書
を
商
工
労

　
政
課
へ
提
出
。
推
薦
書
の
入
手
・
提
出
先

　
等
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
商
工
労
政
課

℡
71
・
２
０
４
１

定
時
定
路
線
バ
ス
を
増
便

　
市
で
は
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
と
夕
方

の
帰
宅
時
間
帯
に
、
大
糸
線
と
篠
ノ
井
線
の

駅
を
接
続
す
る
定
時
定
路
線
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
こ
の
春
か
ら
、
豊
科
・
田
沢
路

線
を
増
便
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
の
実
施
日

　
左
記
日
時
に
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
緊
急
告

知
機
能
付
き
防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
訓
練
放
送
が

流
れ
ま
す
。
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
も
訓

練
放
送
と
同
じ
内
容
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

日
５
月
28
日（
水
）、８
月
20
日（
水
）、11
月
12

　
日（
水
）、２
月
６
日（
金
）
午
前
11
時
こ
ろ

　
▽
予
備
日
：
６
月
25
日（
水
）、９
月
10
日

　
（
水
）、
12
月
３
日（
水
）、
２
月
20
日（
金
）

問
危
機
管
理
課

℡
71
・
２
１
１
９

戦
没
者
等
の
遺
族
へ
の
第
12
回
特
別
弔
慰
金

　
戦
没
者
等
の
遺
族
へ
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
ま
す
。
請
求
手
続
き
や
申
請
期
限
な
ど
の

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
給
額　
年
額
５
万
５
０
０
０
円（
５
年
間
）

対
次
の
全
て
を
満
た
す
遺
族
１
人

　
▽
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

　
▽
４
月
１
日
時
点
で
公
務
扶
助
料
や
遺
族

　
年
金
等
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

　
国
の
基
準
で
優
先
順
位
が
高
い
人

問
福
祉
課

℡
71
・
２
２
５
３

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助
成

　
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助

成
を
希
望
す
る
人
は
、
受
診
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
35
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
後

　
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

持
印
鑑
、受
診
医
療
機
関
発
行
の
案
内
通
知
、

　
本
人
確
認
書
類

申
医
療
機
関
を
予
約
後
、
受
診
予
定
日
の
１

　
カ
月
前
か
ら
前
日
に
国
保
年
金
課
ま
た
は

　
支
所
で
申
請
。

他
医
療
機
関
や
検
査
項
目
に
よ
っ
て
は
一
度

　
受
診
費
用
を
全
額
支
払
い
、
検
査
結
果
が

　
届
い
た
後
に
助
成
金
を
受
け
取
る
方
法
と

　
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課

℡
71
・
２
４
７
３

精
神
の
手
帳
・
受
給
者
証
の
更
新
案
内
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
知
の
ご
利
用
を

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証（
精
神
通
院
）を
お
持
ち
の
人

は
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
更
新
時
期
の
お

知
ら
せ
を
受
け
取
れ
ま
す
。
通
知
を
受
け
取

る
に
は
、
左
記
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
友
だ
ち

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
障
が
い
者
支
援
課

℡
71
・
２
２
５
１

農家の皆さんへのお願い
■農作業中の事故にご注意！
農業機械の転落・転倒によって毎年多くの
人が死傷しています。農業機械を操作する時
は次の点に注意し、事故防止や被害対策に取
り組みましょう。
▷危険箇所の事前確認や補修、危機回避行
　動を実践する
▷シートベルトとヘルメットを着用する
▷安全フレーム付きトラクターの利用を検
　討する
■農薬の飛散防止に努めましょう
次の点にご留意ください。
▷散布前に近隣住民へ周知する
▷天候や日時、風向きやノズルの向きに注意
　する
▷飛散低減ノズルの使用や飛散の少ない形
　状の農薬の使用に努める
▷ミツバチを飼育している果樹園の近くで
　は散布に配慮する
▷農薬によらない病害虫防除を検討する
問農政課 ℡71-2428

健
康
・
福
祉

５月は春の農作業安全月間
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早
め
の
申
請
を
！

在
宅
要
介
護
者
の
た
め
の
助
成
券
利
用

　
市
で
は
介
護
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
各
種

の
助
成
券
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
交
付

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
月

に
よ
っ
て
助
成
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
対

象
者
は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
高
齢
者
通
院
等
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
自
宅
か
ら
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
福
祉
施

設
へ
の
送
迎
に
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
券
を

交
付
し
ま
す
。

対
要
介
護
度
３
～
５
に
認
定
さ
れ
た
65
歳
以

　
上
の
人

②
家
族
介
護
用
品
購
入
助
成
事
業

　
お
む
つ
等
の
介
護
用
品
を
購
入
す
る
際
に

利
用
で
き
る
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
要
介
護
度
３
～
５
に
認
定
さ
れ
た
人
を
介

　
護
す
る
家
族

■
共
通
事
項

申
申
請
書
を
高
齢
者
介
護
課
へ
提
出
。
申
請

　
書
は
同
課
・
支
所
・
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
で
入
手
で
き

　
ま
す
。

他
要
件
等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
介
護
課

　

①
長
寿
福
祉
係
℡
71
・
２
２
５
４

　

②
包
括
支
援
担
当
℡
71
・
２
４
７
４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
症
状
や
本
人
、
家
族
へ
の
対
応

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
び
ま
す
。
修
了

者
に
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
交
付
し
ま
す
。

日
５
月
27
日（
火
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
市
役
所
４
階
大
会
議
室

費
無
料　
定
50
名
程
度（
先
着
順
）

申
４
月
22
日（
火
）か
ら
５
月
９
日（
金
）に
電

　
話
で

問
高
齢
者
介
護
課

℡
71
・
２
４
７
４

第
７
期
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
協
働
推
進
委
員

　
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
協
働
推
進
計
画
の
効

果
的
な
推
進
・
検
証
等
を
行
う
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

募
集
人
員　
若
干
名（
書
類
選
考
）

報
酬　
会
議
１
回
に
つ
き
３
５
０
０
円

対
次
に
該
当
す
る
人
を
除
く
、
平
日
の
会
議

　
に
出
席
で
き
る
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

　
在
勤
者

　
▽
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
▽
常
勤
の

　
公
務
員
▽
市
の
附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ

　
る
委
員
▽
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人

申
５
月
12
日（
月
）ま
で
に
申
込
書
と
小
論
文

　
を
地
域
づ
く
り
課
へ
提
出
。
申
請
書
の
入

　
手
や
小
論
文
の
テ
ー
マ
、
提
出
先
等
詳
細

　
は
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
地
域
づ
く
り
課

℡
71
・
２
４
９
４

保
育
協
力
員
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
）

　

公
立
認
定
こ
ど
も
園
で
園
児
と
遊
ん
だ

り
、
行
事
の
協
力
を
す
る
保
育
協
力
員（
通

称
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
）を
募
集
し
ま
す
。

期
６
月
～
３
月
末
日（
月
20
日
程
度
。
お
お
む

　
ね
午
前
９
時
～
正
午
）

協
力
園　
▽
南
穂
高
認
定
こ
ど
も
園
▽
上
川

　
手
認
定
こ
ど
も
園
▽
穂
高
認
定
こ
ど
も
園

　
▽
有
明
あ
お
ぞ
ら
認
定
こ
ど
も
園
▽
三
郷

　
西
部
認
定
こ
ど
も
園
▽
明
科
北
認
定
こ
ど

　
も
園

対
お
お
む
ね
60
歳
か
ら
70
歳
の
健
康
で
子
ど

　
も
が
好
き
な
人

謝
礼　
日
額
２
９
９
４
円　
定
６
人（
面
接
）

申
５
月
８
日（
木
）ま
で
に
申
込
書
を
こ
ど
も

　
園
幼
稚
園
課
へ
提
出
。
申
込
書
の
入
手
・

　
提
出
先
等
詳
細
は
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご
確
認
く
だ

　
さ
い
。

問
こ
ど
も
園
幼
稚
園
課

℡
71
・
２
２
５
６

市HP①

教室名 日時/場所 対象/定員/その他

エンジョイシニア！実践おたっしゃ塾（明科会場）
年齢を重ねても心身ともに元気で健やかな生活を送るた
めのひけつを学びます。
運動強度 やや弱め～中程度

日5月23日～8月7日
　全12回、木曜日
　13：30～
場明科総合福祉センター

定25人（先着順。新規優先）
申4月21日（月）から25日（金）に市社会福祉協議
　会へ電話（℡88-8507）で
他今後豊科・穂高・堀金地域でも開催

頭と体の若返り！はつらつ脳活教室
脳を活性化するプログラムや体操を通して、楽しみながら
認知症予防を目指します。
運動強度 やや弱め

日5月19日～9月1日
　全12回、月曜日
　10：30～
場市社会福祉協議会三郷支所

定40人（先着順。新規優先）
申4月22日（火）から25日（金）に高齢者介護課へ
　電話（℡71-2474）で
他会場まで送迎バスが市内を巡回

対おおむね 65 歳以上の市民。
　関節疾患等のある人は要相談。
費無料　問高齢者介護課 ℡ 71-2474

募
集

市 HP②

一般介護予防教室
下表の講座を行います。フレイルを予防し、
健康に過ごすためぜひご参加ください。
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期
試
作
品
開
発
５
月
中
旬
～
６
月
中
旬

　
フ
ェ
ア
６
月
20
日（
金
）～
７
月
21
日（
月
）

対
フ
ェ
ア
期
間
中
に
ス
イ
ー
ツ
を
販
売
で
き

　
る
市
内
事
業
者

定
10
店
舗（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

費
無
料

申
５
月
９
日（
金
）ま
で
に
申
込
書
を
農
政
課

　
へ
提
出
。
申
込
書
の
入
手
・
参
加
条
件
等

　
詳
細
は
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
３
０

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
in
光
城
山

軽
ト
ラ
市
の
出
店
者

　
光
城
山
登
山
口
駐
車
場
付
近
で
農
産
物
な

ど
を
販
売
す
る「
軽
ト
ラ
市
」の
出
店
者
を
追

加
募
集
し
ま
す
。

日
７
月
初
旬
～
９
月
中
旬（
４
回
程
度
）

※
出
店
者
が
決
ま
り
次
第
日
程
を
調
整

対
軽
ト
ラ
ッ
ク
・
軽
自
動
車
程
度
の
大
き
さ

　
の
車
両
で
出
店
が
可
能
な
市
民

※
当
日
は
光
城
山
１
０
０
０
人
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

　
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
チ
ラ
シ
配
布
等
も
ご

　
協
力
い
た
だ
き
ま
す

定
３
店
舗
程
度

申
５
月
９
日（
金
）ま
で
に
申
込
書
を
地
域
づ

　
く
り
課
へ
提
出
。
募
集
要
項
・
申
込
書
は

　
同
課
・
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
地
域
づ
く
り
課

℡
71
・
２
４
９
４

第
46
回
あ
づ
み
野
祭
り
踊
り
連

　

７
月
26
日（
土
）に
行
わ
れ
る
夏
の
風
物

詩・あ
づ
み
野
祭
り
の
踊
り
連
を
募
集
し
ま
す
。

申
５
月
23
日（
金
）ま
で
に
申
込
書
を
地
域
づ

　
く
り
課
ま
た
は
市
商
工
会
豊
科
商
工
会
館

　
へ
提
出
。
申
込
書
は
同
課・同
館・市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

　
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

■
踊
り
連
代
表
者
会
議（
参
加
必
須
）

日
６
月
17
日（
火
）
午
後
７
時
～

場
市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
踊
り
練
習
会

日
７
月
10
日（
木
）
午
後
７
時
～
８
時

場
Ａ
Ｎ
Ｃ
ア
リ
ー
ナ

問
地
域
づ
く
り
課

℡
71
・
２
４
９
４

広告欄　広告内容についての問い合わせは広告主までお願いします。広告掲載の申し込みは、アド・コマーシャル㈱ （℡ 88-5116）まで。

あ
っ
た
カ
フ
ェ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
場
と
し
て
営
業

し
て
い
る「
あ
っ
た
カ
フ
ェ
」で
の
調
理
や
盛

り
付
け
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

日
平
日
午
前
11
時
～
午
後
１
時
ご
ろ

場
市
役
所
１
階
東
あ
っ
た
カ
フ
ェ

申
平
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
に
あ
っ
た

　
カ
フ
ェ
へ
電
話（
℡
71・２
４
８
８
）で

問
障
が
い
者
支
援
課

℡
71
・
２
２
５
１

あ
ま
あ
づ
み
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
参
加
店
舗

　
安
曇
野
生
ま
れ
の
新
品
種
の
夏
秋
イ
チ
ゴ

「
あ
ま
あ
づ
み
」を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
フ
ェ

ア
参
加
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

浄化槽の適正管理のお願い

浄化槽の使用者は次の点に留意してください。な
お、下水道処理区域内で浄化槽を利用している人
は下水道への接続をお願いします。
■年１回の清掃や法定検査、定期的な保守点検を
■微生物に影響する薬剤や天ぷら油、野菜くずや
　やおむつなどの異物を流さない
■浄化槽の電源は切らず、上に物を置かない
■異常が見つかったら早めの交換・更新を
■浄化槽の管理者変更や廃止、使用休止・再開
　時には届出を
※浄化槽の設置時に補助を受けられることがあり
ます。詳細はご相談ください。
問環境課 ℡71-2491

においは周辺住民の生活に不快感を与えることが
ありますので、次の点にご配慮ください。
■堆肥を散布するときは十分発酵させた完熟堆
　肥を使用し、散布後は速やかな耕起をお願い
　します。
■事業者の皆さんは、施設に脱臭装置を設置す
　るなど、においの軽減に向けた対応をお願いし
　ます。
問環境課 ℡71-2491

悪臭防止にご協力を
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友
好
都
市
交
流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
事
業
者

　
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
で
市
の
特
産
品
を
販

売
す
る
農
家
、事
業
者
、団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
で
活
動
す
る

　
農
家
、事
業
者
、団
体

※
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

費
▽
出
展
料：市
負
担

　
▽
旅
費・運
搬
費
等
経
費：出
展
者
負
担

申
５
月
19
日（
月
）ま
で
に
出
展
登
録
票
を
農

　
政
課
へ
提
出
。出
展
登
録
票
の
入
手・提
出

　
先
等
詳
細
は
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

他
▽
希
望
者
多
数
な
ど
で
希
望
す
る
イ
ベ
ン

　
ト
に
出
展
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
▽
悪
天
候
等
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ

　
た
際
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
▽
必
要
に
応
じ
て
出
展
予
定
者
向
け
の
説

　
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
３
０

農
産
物
等
の
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業
者

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、安
曇
野
の
清
ら
か
な
水

で
育
ま
れ
た
農
産
物
や
加
工
品
等
の
販
売
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

内
次
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方

　
▽
10
月
開
催
の
同
国
で
の
イ
ベ
ン
ト
出
展

　
▽
同
国
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

対
市
内
で
農
産
物
等
を
生
産
ま
た
は
そ
れ
ら

　
を
使
用
し
た
加
工
品
を
製
造
し
て
い
る
事

　
業
者

費
出
展・出
品
費
無
料（
渡
航
費
用
は
自
己
負

　
担
。
農
産
物
等
販
路
拡
大
推
進
補
助
金
の

　
対
象
）

申
４
月
30
日（
水
）ま
で
に
申
込
書
を
農
政
課

　
へ
提
出
。
申
込
書
は
同
課
・
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら

　
入
手
で
き
ま
す
。

他
５
月
８
日（
木
）に
申
込
者
を
対
象
と
し
た

　
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
農
政
課　

℡
71
・
２
４
３
０

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
常
念
っ
子
」メ
ン
バ
ー

　
親
子
で
活
動
す
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。親
子
の
絆
を
深
め
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

日
５
月
21
日
～
３
月
18
日　

　
毎
月
第
３
水
曜
日
、
午
前
９
時
～
正
午

場
堀
金
公
民
館
ほ
か

対
満
１
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
保
護
者

費
子
ど
も
１
人
年
額
５
０
０
円

申
４
月
30
日（
水
）ま
で
に
申
込
書
を
堀
金
公

　
民
館
へ
提
出
。
申
込
書
は
同
館
・
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

　
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
堀
金
公
民
館

℡
72
・
５
７
９
６

さ
と
ぷ
ろ
。
学
校
第
10
期
生

　
里
山
や
森
林
の
知
識
や
技
術
を
身
に
着
け

な
が
ら
、
里
山
で
の
活
動
を
行
う
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

日
５
月
29
日（
木
）～
11
月
26
日（
水
）

　
全
７
回
、６
月
以
降
は
各
月
最
終
水
曜
日
。

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
市
内
の
里
山

内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
伐
木
講
習
、
竹

　
林
・
赤
松
林
整
備
な
ど

対
全
日
程
に
参
加
で
き
る
安
曇
野
市
近
隣
市

　
町
村
在
住
者
で
、
修
了
後
、
市
内
の
里
山

　
で
活
動
を
希
望
す
る
人

費
９
０
０
０
円　
定
15
人（
先
着
順
）

申
４
月
23
日（
水
）か
ら
５
月
７
日（
水
）に
申
込

書
を
耕
地
林
務
課
へ
直
接
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル（

kouchirinm
u@

city.azum
ino.

nagano.jp

）
で
。
申
込
書
は
同
課
・
市

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
耕
地
林
務
課

℡
71
・
２
４
３
２

　
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
希
望
す
る
時
は

気
軽
に
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
・

市
補
助
制
度
説
明
会

　
補
助
金
の
概
要
や
申
請
時
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
解
説
し
ま
す
。
補
助
金
を
有
効
に
活
用

し
て
自
社
事
業
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
ま

説
明
会
・
イ
ベ
ン
ト
・
講
座

し
ょ
う
。

日
５
月
14
日（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

場
安
曇
野
市
商
工
会
穂
高
会
館
２
階

内
▽
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
概
要

　
▽
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
申
請
時

　
の
ポ
イ
ン
ト

　
▽
市
補
助
制
度
の
説
明（
工
業・商
業
）

対
市
内
事
業
者

講
長
野
県
商
工
会
連
合
会
職
員・商
工
労
政
課

　
職
員

定
▽
会
場：30
人（
先
着
順
）

　
▽
オ
ン
ラ
イ
ン：１
０
０
人（
先
着
順
）

申
５
月
９
日（
金
）ま
で
に
左
記
２
次
元
コ
ー

　
ド
か
ら

問
商
工
労
政
課

℡
71
・
２
０
４
１

第
37
回
松
本
地
区
植
樹
祭

日
６
月
24
日（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

場
室
山（
三
郷
小
倉
）

※
荒
天
時
は
小
倉
多
目
的
研
修
施
設

内
▽
式
典
▽
記
念
植
樹
・
植
樹
・
育
樹
作
業

費
無
料　
定
20
人（
先
着
順
）

申
５
月
１
日（
木
）か
ら
30
日（
金
）に
参
加
者

　
の
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

　
を
耕
地
林
務
課
へ

問
耕
地
林
務
課

℡
71
・
２
４
３
２ 

kouchirinm
u@

city.

　

azum
ino.nagano.jp
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ゆ
る
～
く
つ
な
が
る
出
会
い
の
場
！

ゆ
る
つ
な
茶
話
会

　
誰
で
も
自
由
に
集
ま
り
、
ゆ
る
～
く
交
流

で
き
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
。
自
分
の
思
い
や

や
り
た
い
こ
と
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
24
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
市
役
所
１
階
東
側
ロ
ビ
ー

内
▽「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す
！
や
り
た
い

　
で
す
！
」Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
▽
ゆ
る
～
く
つ
な
が

　
る
お
し
ゃ
べ
り
会

問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
71
・
２
０
１
３

寄
せ
植
え
講
習
会

　　
寄
せ
植
え
の
基
本
や
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

日
５
月
15
日（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

場
碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

費
１
０
０
０
円　
定
20
組（
先
着
順
）

持
手
袋
、
移
植
ご
て
、
寄
せ
植
え
を
持
ち
帰

　
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

申
４
月
21
日（
月
）か
ら
５
月
7
日（
水
）に
電

　
話
で

問
都
市
計
画
課

℡
71
・
２
２
４
９

樹
木
剪
定
講
習
会

　
実
践
を
交
え
、
樹
木
剪
定
の
技
術
を
習
得

し
ま
す
。

日
６
月
22
日（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

場
堀
金
中
央
公
園

講
安
曇
野
市
緑
化
協
会

費
無
料　
定
20
人（
先
着
順
）

持
剪
定
バ
サ
ミ
、手
袋
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、雨
具

申
４
月
21
日（
月
）か
ら
５
月
30
日（
金
）に
電

　
話
で

問
都
市
計
画
課

℡
71
・
２
２
４
９

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
座（
ゴ
ー
ヤ
編
）

　
ゴ
ー
ヤ
で
作
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
大
き
く

育
て
る
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。
参
加
者
に
は
苗

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
５
月
24
日（
土
）
午
前
10
時
～
11
時

場
市
役
所
４
階
大
会
議
室

内
▽
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

　
▽
ゴ
ー
ヤ
で
つ
く
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
育

　
て
方
に
つ
い
て

講
あ
づ
み
野
風
土
舎
ほ
か

費
無
料　
定
50
人（
先
着
順
）

申
５
月
12
日（
月
）か
ら
16
日（
金
）に
電
話
で

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課

℡
71
・
２
０
８
５

　
小
説『
安
曇
野
』の
第
１
部
か
ら
第
３

部
の
登
場
人
物
の
中
で
、
出
演
数
一
番

を
誇
る
木
下
尚
江
が
登
場
し
ま
す
。
そ

の
七
か
ら
一
一
ま
で
の
ぺ
ー
ジ
ほ
と
ん

ど
が
、
尚
江
の
出
生
や
家
庭
環
境
、
初

恋
、
結
婚
、
法
律
家
へ
の
思
い
な
ど
、

尚
江
自
身
の
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
、
弁
舌
の
名
家
と
言
わ
れ

る
尚
江
ら
し
い
名
調
子
で
、
延
々
と
つ

づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
尚
江
の
対
話
の
相
手
の
一
人
に

風
巻
久
美
子
が
い
ま
す
。久
美
子
は『
安

曇
野
』の
中
で
唯
一
の
架
空
の
人
物
。

彼
女
は
編
集
者
な
の
か
、
そ
れ
と
も
久

美
子
の
名
前
が
消
え
た
後
に
臼
井
本
人

が
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
は—

—

。
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
読
み
深
め
る

の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
こ
の
部
分
で
外
せ
な
い
の

が
相
馬
良
の
言
葉
で
す
。「
男
と
い
う

男
は
卑
怯
、
女
に
対
し
て
は
」（
そ
の

一
一
）、「
こ
れ
は
、
わ
た
し
の
田
舎
に

つ
い
て
の
、あ
ら
ま
し
の
観
察
で
す
わ
。

な
に
も
穂
高
の
村
が
ど
う
の
、
こ
う
の

と
い
う
の
で
は
な
い
わ
」（
そ
の
一
三
）

と
語
り
、
慣
れ
な
い
穂
高
で
の
暮
ら
し

に
い
ら
だ
ち
を
見
せ
始
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
三
の
終
末
で
愛
蔵
が

「
お
れ
も
、
だ
い
た
い
は
察
し
が
つ
い

た
。
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
と
は
思
わ
な
ん

だ
。
と
っ
く
り
考
え
て
み
る
こ
と
に
す

る
。」
と
良
に
伝
え
、
い
よ
い
よ
上
京
。

「
類
稀
な
る
女
性
実
業
家
・
黒
光
女
史
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。

第
２
回

第
１
部
（
そ
の
七
か
ら
一
三
）　
黒
光
女
史
の
誕
生

登場人物に寄せて
■木下 尚江
松本中学校、東京専門学校

（現早稲田大学）に学ぶ。幸
徳秋水らと社会民主党を結
成。弁護士/社会運動家/作
家 /記者

お詫びと訂正
378号（3月20日発行）2頁
写真キャプション

【誤】保坂裕子さん
【正】保阪裕子さん
お詫びして訂正します。

目
を
閉
ち
て
拝
む
我
身
の
活
き
佛

迷
ふ
心
そ
す
く
ひ
な
り
け
る　
尚
江

木
下
尚
江
書（
市
文
書
館「
木
下
尚
江
資
料
１
」）

目
を
閉
ち
て
拝
む
我
身
の
活
き
佛

迷
ふ
心
そ
す
く
ひ
な
り
け
る　
尚
江

木
下
尚
江
書
（
市
文
書
館
「
木
下
尚
江
資
料
１
」）



IN
FO

R
M

A
TIO

N

18

あ
か
し
な
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ
ば

「
え
べ
や
」
の
催
し

■
料
理
教
室
「
パ
エ
リ
ア
づ
く
り
」

日
５
月
７
日（
水
）・
18
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

費
１
８
０
０
円

■
体
験
教
室
「
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
」

日
５
月
24
日（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

費
１
０
０
０
円

■
共
通
事
項

持
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾

定
各
10
人（
先
着
順
）

申
4
月
22
日（
火
）か
ら「
え
べ
や
」へ
電
話
で

　
（
℡
88
・
６
２
７
５
受
付
は
月
曜
日
を
除

　
く
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
）

他
子
ど
も
同
伴
は
要
相
談

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
２
７

豊
科
農
産
物
加
工
交
流
セ
ン
タ
ー
体
験
講
習
会

■
安
曇
野
産
大
豆
で
豆
腐
作
り

日
３
月
を
除
く
毎
月
12
日
午
前
９
時
～
正
午

費
１
丁 

１
５
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
持
ち
帰

　
る
入
れ
物

申
同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で（
℡
73・９
５
５
０

　
月・水・金
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
）

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
２
７

共通事項
持動ける服装、飲み物、タオル　申窓口へ直接または電話（℡73-1600）で

頭と身体の健康体操
LaLaLaサーキット・ライト

音楽に合わせて身体を動かして
みませんか。
日毎週木曜日 10：00～11：00
対おおむね60歳以上の人
費500円/回

ミズノ�ノルディック・ウォーク教室

春の安曇野を歩きます。
日4月27日（日）、5月25日（日）
　9：30～11：00　※1日のみの参加可
対18歳以上
費550円/回　定15人（先着順）

個人参加型　バドミントン

当日集まった人たちでダブルスの
ゲームを行います。
日4月19日、5月3日・10日・17日
　土曜日、19：30～21：00
対高校生以上　費700円/回

　　　令和７年度スポーツ教室① 問スポーツ推進課℡ 71-2467

申し込みは右記 2 次元コードまたは電話で。
締め切り後でも定員に達していない場合は申し込みを受け付けます。

親子ウキウキ体操教室

鉄棒やマットなどを使い、親子で体を動かしながら集
団の中で遊ぶ楽しさやルールを学びます。
日・場全4クラス、教室は各20回開催
　5月22日～12月18日　木曜日、堀金総合体育館
　①9：30～10：30、②10：45～11：45
　5月23日～12月19日　金曜日、穂高総合体育館
　③9：30～10：30、④10：45～11：45
対おおむね 2 歳以上の未就園児
　※ 2 歳未満は問い合わせください
講山縣美智代さん、沢渡みゆきさん、曽根原智代さん
費 6,000円（20回分）　定各クラス 12組（抽選）
申 5月1日（木）まで

わんぱくジム教室（年長）

かけっこやボール運動、マットなどを使い、さまざま
な体の動きを覚え、スポーツに親しむきっかけを作り
ます。
日 5月20日～10月7日 全15回、火曜日、16：30～17：30
場穂高総合体育館
対年長児
講山縣美智代さん、沢渡みゆきさん、西原由起子さん
費 2,250円（15回分）　
定 25人（抽選）
申 5月1日（木）まで

エクササイズ教室

有酸素運動やストレッチなどを行い、運動不足解消や
筋力低下防止を目指します。
日 6月6日～8月8日　全10回、金曜日、10：00～11：00
場穂高公民館講堂　
対高校生を除く 18 歳以上　講古畑やよいさん　
費 2,500 円（10 回分）　定 30人（抽選）
申 5月12日（月）まで

座って簡単トレーニング教室

ストレッチやゴムチューブを使ったトレーニングで体
軸・体幹を整えます。
日 6月5日～8月7日　全10回、木曜日、19：00～20：30
場三郷公民館スタジオ 2　対高校生を除く 18 歳以上
講MAP-Jファインビルディング協会
費 2,500 円（10 回分）　定 30人（抽選）
申 5月12日（月）まで
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各種情報コーナー 他公共団体・後援団体などから寄せられた情報を掲載しています。
詳細は主催者に問い合わせてください。

Spring�Festa�2025�
チューリップ・ナノハナまつり
甲信地方最大117 品種32 万球が咲くチュ
ーリップ畑と500 万本のナノハナが、圧倒
的なスケールで春の公園を演出します。

期5月18日（日）まで
　※5月7日（水）・12日（月）は休園
場国営アルプスあづみの公園
　堀金・穂高地区

費要入園料
問国営アルプスあづみの公園
　堀金・穂高管理センター
　℡71-5511

第35回ふるさとウォッチングin安曇野
安曇野の原風景を巡る「ふるさとウォッチ
ング」の35 回目。安曇野の歴史、文化、自然
を学びながら穂高等々力町地区を散策し、
ぬかくどおむすびを味わって交流します。

日4月26日（土）
　8：30～13：00
場穂高会館集合

費1,500円
　（中学生以下無料）
定30人（要予約）

申右記2次元コード
　から
問NPO法人ふるさ
　とづくり応援団
　℡81-1325

アロマワークショップ
純粋なエッセンシャルオイルとナチュラル
な素材を使ったワークショップを行います。
①親子で作ろう！アロマバスボム＆カラフ
ルバスソルト
②ほんのり香る ミニリップグロス（3㎖）
作り

日①4月27日（日）、②5月1日（木）
　10：00～11：30
場豊科交流学習センター「きぼう」

費各1,000円
定①10組、②5組
　（いずれも先着順）

申望月千尋さんへ電話または電
子メールで

　℡090-7190-8284（ショート
メッセージ可）

　 mochii1007@icloud.com

菊作り講習会
初心者を対象に実演付きで説明します。
①山菊盆栽、スプレー菊
②大菊三本仕立て

日5月10日～10月11日
　毎月1回、土曜日
　①10：00～11：30
　②13：00～15：00
場穂高神社斉館

対初心者
費4,000円
　（テキスト・本代）
定15人（要申込）

申あづみ野秋香会・塩野さんへ電
　話または電子メールで
　℡080-5145-8322
　 sadaoshiono555@outlook.jp

令和7年度 春季愛犬のしつけ方教室
犬のしつけ方と犬を飼う上でのマナーや
モラルを身に付けます。

開校式・学科講習
日5月11日（日）　13：30～
場堀金公民館
実技講習
日5月18日、6月8日・15日・22日
　日曜日、9：30～
場JAあづみ果実中央選果所

費6,000円（会費込）
定20組（先着順）

申5月7日（水）までに長野県動物
愛護会安曇野支部事務局へ電
話またはファクスで

　℡40-1943　FAX47-9293

トールペイント無料講習会
アクリル絵の具を筆にとり、ワンストローク
でティッシュケースやメガネケースにお花を
描きます。

日5月12日・19日（いずれか1日）
　月曜日、10：00～12：00
場アトリエ「ラ フルール ローズ」
　（穂高有明988）

費無料
定各5人程度（要申込）

申「ラ フルール ローズ」・鈴木さ
んへ電話または電子メールで

　℡090-4130-6865
　 soyachansuzuki@gmail.com

さとやま楽校・里山再生の教室
森林整備を通して里山作りを進めます。森
林整備以外にも、植生観察会や稀少植物の
保護、栗拾い、クマ対策の緩衝帯作りなど
を行います。

日5月24日、6月21日、9月27日、
　10月25日、12月20日
　土曜日、9：30～12：00
場国営アルプスあづみの公園
　堀金・穂高地区

対小学生以上（小学
生は保護者同伴）

費2,000円
　（5回分。入園料別）
定15人（抽選）
持手袋、ヘルメット、
　飲み物

申4月30日（水）までにあづみの
樹楽会へ電子メールで

　 kiraku@plala.to

心身のリフレッシュ「初心者ダンス教室」
ストレス解消、健康増進に最適なフォーク
ダンスやレクダンスなどを踊りませんか。
1回だけでも、途中参加でも大丈夫です。

日4月30日～6月25日
　毎週水曜日、14：00～16：00
場穂高公民館講堂

費200円/回
定15人（要申込）
持飲み物、上履き

申各開催日までに安曇野フォー
クダンス協会・清水さんへ電話
で。当日受付でも可。

　℡82-2091

穂高マレットゴルフ初心者講習会
年齢に関係なく、仲間との交流を楽しみな
がらマレットゴルフを始めませんか。

日6月5日（木）～7日（土）
　13：00～15：30
場権現宮マレットゴルフ場
　（5日は穂高公民館）

対初心者
費1,000円（3回分）
定10人程度
持筆記用具、マレッ

トゴルフ用具（貸
出有）

申5月1日（木）から20日（火）に権
現宮マレットゴルフ場へ電話で

　℡82-0097（午前中のみ）

各種情報コーナーへ掲載する記事は毎月先着 10 件です。紙面の都合で内容を要約しての掲載や、掲載を見送らせていた
だく場合もあります。なお、原稿の締め切り日を過ぎたものは受付ませんので、余裕を持った原稿の提出をお願いします。
提出期限、申請書等詳細は市H

ホームページ
Pをご確認ください。

問秘書広報課　℡ 71-2400
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関連企画

貞
享
義
民
記
念
館
令
和
７
年
度
企
画
展

身
近
な
擬
態
昆
虫
写
真
展

― 
だ
ま
す 

か
く
れ
る 

お
ど
ろ
か
す 

―

那
須
野
雅
好
さ
ん（
三
郷
昆
虫
ク
ラ
ブ
世
話
人
）、
中
田
信
好
さ
ん（
田
淵

行
男
記
念
館
館
長
）に
よ
る
昆
虫
写
真
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

講話と館内外の見学を行います。
①貞享騒動ってどんな一揆？
②貞享騒動の伝承と物語化

日①5月17日（土） ②5月31日（土）
　13：30～15：30
場研修室　講寺島俊郎（館長）
費300円　定20人（先着順）
申4月22日（火）から電話で
問貞享義民記念館 ℡77-7550 

基礎講座

何が起きた⁉貞享騒動
松本城下町は、貞享騒動時の城主水野氏の時代に完成し
ました。貞享騒動時に思いをはせながら城下町の史跡を
巡ります。

日5月28日（水） 9：30～12：00
場大手門桝形跡広場（なわて通り入口）
講上條昌明さん（松本城専門研究員）
費1,000円　定20人（先着順）
申4月22日（火）から電話で
問貞享義民記念館 ℡77-7550

松本城下町ウォーク

■タッチゲーム
擬態昆虫を探せ！
全問正解者には記念品をプレゼント
します。
場館内ホール　費無料

■ワークショップ
昆虫模型をつくろう
オオムラサキ・アケビコノハ・ミヤ
マカラスアゲハのリアルな模型を
作ります。
日4月27日（日）
　①10：00～ ②14：00～
場研修室
対小中学生
講長谷川文人さん
　（三郷昆虫クラブ）
費500円
定各回20人（先着順）
申4月22日（火）から電話で

■那須野・中田のおもしろ虫談義
語り尽くそう虫撮りの極意
昆虫撮影の裏側を語り合います。
日5月24日（土）13：30～15：00
場館内ホール
講那須野雅好さん、中田信好さん
費無料　定60人（先着順）

■ワークショップ
羽ばたけ！
オオムラサキの紙飛行機
羽がパタパタ羽ばたく紙飛行機を作
ります。
日会期中の土曜日・日曜日
場館内ホール　費無料

4月26日（土） ▶ 6月1日（日） 9：00～17：00　　費 用　無 料

問い合わせ　℡77-7550

ムラサキシャチホコ

■ギャラリートーク
日4月27日（日）
　①9:00～ ②13:00～
場1階企画展示室
講那須野雅好さん、中田信好さん
費無料
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コンサート（一般の部：12月、ジュニアの部：3月）の出演者を選考します。
日7月6日（日） 9：30～　場穂高交流学習センター「みらい」多目的交流ホール
■一般の部
　高校生以上の県内出身または市内で発表歴のある人
■ジュニアの部
　市内在住の小学５年生～中学３年生
　種目 ピアノ・管楽器・弦楽器・打楽器・声楽など
費▷一般の部：2,000円　▷ジュニアの部：無料
申申込用紙と演奏曲の楽譜を6月6日（金）までに文化課へ提出。
　申込用紙・応募要綱は市H

ホームページ

Pで入手できます。
問文化課 ℡71-2463

出演者募集

第14回あづみの新進音楽家オーディション

安曇野市が誕生して20年。市が
誕生するまでの経過を文書館の
資料で振り返ります。

日5月11日（日）～8月29日（金） 
場文書館１階閲覧コーナー
費無料
問文書館 ℡71-5123 

北アルプスの山麓を舞台に
歌声を響かせます。

日5月11日（日）
　10：00～15：00
場国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）　
費無料（無料入館日）
問文化課 ℡71-2463 

市内の公立美術館・博物館を無料で
利用できるパスポートを４月下旬
に学校を通じて配布します。市外
に通学している人は問い合わせく
ださい。

期令和8年3月31日まで
対小・中学生
　（同伴の保護者１名が無料）
問文化課 ℡71-2463

文書館前期企画展
安曇野市 誕生秘話

第21回
あづみの公園早春賦音楽祭

9月の展覧会で展示する沈金作品を募集します。
美術館で創作し、応募しませんか。
※沈金とは、漆器の表面に模様を彫り、金

きんぱく

箔や金
　粉を埋め込んで装飾する技法です。
①かんたん沈金体験部門
②藝大講座加飾パネル部門
対どなたでも　
費 1作品につき 500円
申 5月31日（土）までに美術館H

ホームページ

Pで
問安曇野髙橋節郎記念美術館 ℡81-3030 

作品募集
沈金講座作品公募展

バラや山野草、野菜の苗を販売しま
す。穂高陶芸会館クラブ員の陶器市
も行います（5月24日・25日のみ）。
また期間中は美術館前のバラ園の
多種多様なバラが見ごろを迎えま
す。ぜひご来場ください。

期5月24日（土）～6月1日（日） 
　9：00～15：00
問安曇野市美術館 ℡73-5638

ローズウィーク
バラ苗・山野草苗・野菜苗の販売

美術館・博物館パスポート
を配布します
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文 化 施 設 展 覧 会 ・ イ ベ ン ト 情 報

施設名 展覧会・イベント 日時・場所 費用・定員・申し込み

安曇野髙橋節郎
記念美術館
℡81-3030

春の企画展　髙橋節郎とは 期4月1日（火）～6月下旬
場1階企画展示室

費要入館料

友の会�会員展 期5月17日（土）～6月8日（日）
　（最終日は15：00まで）
場エントランスホールほか

費無料

田淵行男記念館
℡72-9964

田淵行男生誕120年記念
田淵行男細密画展�蝶の道

期4月22日（火）～7月21日（月・祝）
場地階展示室

費要入館料

田淵行男写真展�北アルプス縦走 期4月29日（火）～8月31日（日）
場1階展示室

費要入館料

豊科郷土博物館
℡72-5672

山草・サクラソウ展 期5月3日（土）～5日（月）
　（最終日は16：00まで）

費要入館料

豊科交流学習センター
「きぼう」
℡71-4033

熊井啓記念館ミニシアター
上映作品：日本列島

日5月14日（水）10：00～12：00
場多目的交流ホール

費無料
定80人（当日先着順）
問文化課℡71-2463

穂高交流学習センター
「みらい」
℡81-3111

安曇野さんぽ市（クラフトイベント） 日5月17日（土）・18日（日）
　10：00～16：00

費無料

0歳からのミニコンサート
奏者　滝沢友理恵さん（ピアノ）

日5月30日（金）
　①10：00～10：30
　②11：30～12：00
場多目的交流ホール

費大人のみ1人100円
定各回70人
申5月7日（水）から文化課へ電話（℡
　71-2463）で

安曇野市文書館
℡71-5123
Fax71-5127

講座
公文書からたどる安曇野市の合併
講松澤果穂（文書館職員）

日5月18日（日）
　13：30～15：00（開場13：00）
場堀金公民館講堂

費無料
定100人（先着順）
申4月22日（火）から電話・ファクス
　・電子メール（bunshokan@city.
　azumino.nagano.jp）のいずれか
　の方法で

コ
ラ
ム　
市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り

第
31
回

発
掘
資
料
の
語
る
も
の

安
曇
野
市
誌
編
さ
ん
専
門
委
員
会
考
古
部
会

　
原　
明
芳

発
掘
調
査
は
、地
面
を
掘
り
下

げ
て
昔
の
人
々
の
暮
ら
し
の
跡
を

調
べ
、当
時
の
道
具
な
ど
を
見
つ

け
る
調
査
で
す
。考
古
学
は
、こ
れ

ま
で
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
人
々

の
行
動
の
痕
跡（
遺
構
）や
そ
の
時

代
に
人
が
使
っ
て
い
た
道
具（
遺

物
）な
ど
を
分
析
し
、歴
史
を
明
ら

か
に
す
る
学
問
で
す
。ま
た
当
時

の
暮
ら
し
の
様
子
だ
け
で
な
く
、

人
々
が
何
を
考
え
、ど
の
よ
う
な

つ
な
が
り
を
持
っ
た
社
会
を
作
っ

て
い
た
か
ま
で
明
ら
か
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

旧
石
器
・縄
文
・弥
生
時
代
は
文

字
で
記
さ
れ
た
物
が
な
い
た
め
、

遺
構
や
遺
物
が
当
時
の
暮
ら
し
や

社
会
を
知
る
手
が
か
り
に
な
り

ま
す
。奈
良
・平
安
・鎌
倉
時
代
に

は
文
字
資
料
が
あ
り
ま
す
が
、安

曇
野
に
関
す
る
も
の
は
少
な
く
、

発
掘
調
査
の
成
果
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。安
曇
野
に
人
が
住
み
始
め

て
約
2
万
年
経
ち
ま
す
が
、文
字

で
記
録
さ
れ
た
歴
史
は
わ
ず
か

５
０
０
年
ほ
ど
で
、残
り
の
時
代

は
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
資
料
を

元
に
語
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。遺

物
の
形
や
特
徴
が
他
の
地
域
と

ど
う
似
て
い
る
か
、な
ぜ
安
曇
野

に
無
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、

人
々
の
つ
な
が
り
や
社
会
の
変
化

が
見
え
て
き
ま
す
。さ
ら
に
、予
想

も
し
な
い
大
発
見
が
歴
史
を
塗
り

替
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
れ

が
発
掘
調
査
の
面
白
さ
で
す
。

現
在
、市
内
で
も
調
査
が
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
、新
た
な
発
見
に

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

発掘調査の様子

■休館日、開館時間などは各施設へお問合せください。安曇野市美術館は8月29日まで長期休館中です。
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公民館講座 開館時間　9：00～21：00
受付時間　9：00～17：00　※詳細は各公民館へお問い合わせください。

　　�講座 日時・場所 費用・その他 申し込み

自
然

日本シャクナゲ探訪ツアー
日本シャクナゲの群生地をバスで巡り、自生条件等
を学びます。
講吉澤國雄さん（日本植物生理学会会員）

日5月7日（水）
　8：00～17：00
場三郷公民館集合

費1,000円
定18人（先着順）

申4月22日（火）から電話で
問三郷公民館 ℡77-2109

穂高の宝①　有明山山麓巡り
有明山山麓のサワラ林やシャクナゲの群生を見学
し、安曇野の成り立ちについても学びます。
講中田光男さん（前穂高公民館長）
　松田貴子（豊科郷土博物館学芸員）

日5月14日（水）　
　7：30～16：00
※予備日：5月21日（水）
場穂高公民館集合・解散

費無料
定20人（抽選）
持飲み物

申4月24日（木）・25日（金）に
電話で

問穂高公民館 ℡82-5970

春の上高地自然観察会
河童橋から明神池や大正池まで歩き、上高地の植物
と地質について学びます。
講中田光男さん（前穂高公民館長）
　松田貴子（豊科郷土博物館学芸員）

日5月28日（水）
    6：00～18：00
※予備日：6月4日（水）
場穂高公民館集合・解散

費1,000円
定20人（抽選）

申5月12日（月）・13日（火）に
電話で

問穂高公民館 ℡82-5970

歴�

史

新 堀金のお宝発見講座　
戯曲「カリーライス誕生」上演作品の台本読み合わせ
相馬愛蔵・黒光夫妻の物語（昭和43年発行の演劇雑誌

「東宝」）を読み、感想を話し合います。
講伊藤正住さん（安曇野を読む会代表）

日5月17日、6月7日、
　7月5日
　土曜日、9：30～11：30　
場堀金公民館会議室1

対3回参加できる人
費各200円
定30人（先着順）

申4月22日（火）から25（金）に
電話で

問堀金公民館 ℡72-5796

大逆事件に思うこと
大逆事件の概要と全国各地で行われている大逆事件
サミットの様子などを解説します。
講大澤慶哲さん（市文化財保護審議会委員）

日5月20日（火）
　10：00～11：30
場明科公民館講義室

費無料 申不要
問明科公民館 ℡62-4605

安曇野市の石像文化財
市内各所に点在している石像文化財の特徴や由来な
どを学びます。
講巻山圭一さん（元明科高校校長）

日5月22日（木）
　10：00～11：30
場明科公民館講義室

費無料 申不要
問明科公民館 ℡62-4605

拾ケ堰物語（第2弾）　拾ケ堰フットパス
堰沿いの頭首工から堀金支所までの9kmを歩き、烏
川放水口までバス移動しながら歴史を学びます。
講山田賢一（堀金公民館長）

日5月24日(土)
　7：45～12：00
場堀金公民館集合・解散

費無料
定15人（抽選）

申5月2日（金）までに電話で
問堀金公民館 ℡72-5796

健
康

健康麻雀教室
認知症予防に良いとされる麻雀を始めてみません
か。初心者、愛好者問わずどなたでも参加できます。
講安井邦夫（明科公民館長）

日5月22日（木）
　13：00～17：00
場明科公民館会議室

費200円
定12人（先着順）

申5月12日（月）・13日（火）に
電話で

問明科公民館 ℡62-4605

フレイル予防講座　あたまと体の健康チェック
フレイル予防のための講話や機器を使った健康測定
と介護予防動画配信コンテンツの体験ができます。
講そうごう薬局スタッフ ほか

日5月23日（金）
　10：00～11：30
場三郷公民館講堂

費無料
定15人（先着順）

申5月8日(木)から電話で
問三郷公民館 ℡77-2109

く
ら
し

季節の寄せ植え教室
園芸のプロから花を育てるときのポイントやアレン
ジの仕方を学び、季節の花の寄せ植えをします。
講小林美樹さん（アルプガーデン代表）

日5月27日、10月7日、
　12月16日、2月24日
　火曜日、13：30～15：00
場アルプガーデン

費各回2,000円
定15人（先着順）
持移植ごて、内径40cm

程度のプランター

申5月7日（水）・8日（木）に電
話で

問穂高公民館 ℡82-5970

いいまちつくろうかい５月例会　つながる歌声サロン
ピアノ伴奏に合わせ、お茶あり、歌あり、おしゃべり
ありで思い切り歌いましょう。
講黒崎真実さん

日5月29日（木）
　13：30～15：00
場明科公民館講義室

費500円 申不要
問明科公民館 ℡62-4605

初心者向け・菊づくり講座
コンパクトな「福助」の仕立て方と「スプレー菊」作り
を学びます。作品は堀金文化祭で展示します。
講黒岩宏成さん(全日本菊花連盟公認審査委員・信濃

支部長）

日5月29日、6月26日、7
月24日、8月28日、9月
11日、10月9日

　木曜日、9：30～11：00
場堀金公民館

費2,000円
定10人（先着順）

申4月22日（火）から5月2日
（金）に電話で

問堀金公民館 ℡72-5796

初心者向けスマホ教室　基本編
スマートフォンの起動から、地図、2次元コード、写
真、音声検索などの基本を学びます。
講ソフトバンク（株）専任講師

日6月3日（火）
　13：30～15：30
場堀金公民館会議室1

費無料
定15人(先着順)

申4月24日（木）から5月9日
（金）に電話で

問堀金公民館 ℡72-5796
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開館時間
●中央図書館
平日� 9：00～20：00
土日祝� 9：00～18：00
●豊科・三郷・堀金・明科図書館
� 10：00～18：00

安曇野市図書館
キャラクター「ぽぽん」

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 ❼ 8 9 10
11 � 13 14 15 16 17
18 � 20 21 22 23 24
25 � � � � � �

5

日日時　場場所　対対象　講講師　費費用　定定員　持持物　申申込

●全館共通休館 ○堀金図書館(特別整理期間)文字の読書が困難な人は、図書館へご相談ください

5月の図書館イベント

中央図書館

中央図書館
家庭菜園サポート講座

図書資料と日本最大の農業データベース「ルーラル電
子図書館」を活用した農業支援講座です。
日5月3日(土)13:30～15:30
場「みらい」学習室　対どなたでも
講（一社）農山漁村文化協会職員
費無料　定15人(先着順)
申４月26日（土）から直接または電話で
問中央図書館 ℡84-0111

テキスト「１日10分のごほうび／双葉文庫」から作品
を読み合い、感想や意見を交換します。
日毎月第1火曜日（全6回）13:30～15:00
　1回目：6月3日（火）
費無料
定15人(先着順)
申４月24日（木）から直接または電話で
問堀金図書館 ℡72-3601

カレーライスを一から作る（上映時間96分）

肉や野菜、香辛料から器まで、カレーを食べるために必要な
全てをイチから作るプロジェクトに挑んだ武蔵野美術大学
の関野ゼミ。「食べる」「生きる」という人間にとって当たり
前の営みを見つめ直したドキュメンタリー映画。
日5月9日（金）18：00～（17：30開場）
場「みらい」多目的交流ホール 　対どなたでも
問中央図書館 ℡84-0111

三郷図書館・公民館共催

映像で綴るふるさと三郷村（上映時間105分）

三郷公民館改築しゅん工を記念して、合併前の旧三郷村50
年余りにわたる歩みを写真や映像で振り返ります。

日5月17日（土）13：30～（13：00開場）
場三郷公民館講堂
対どなたでも
問三郷図書館 ℡76-3078

定100人　申不要（当日先着順）　費無料 定150人　申不要（当日先着順）　費無料

堀金図書館
短編小説を読む会　参加者募集

市内図書館休館のお知らせ

５月 ６月

堀金図書館

豊科図書館

三郷図書館

明科図書館

中央図書館

5/27▶6/1
蔵書点検の様子

約47万冊の本すべてを一冊ずつ機械で読み込
み、データと照合します。また、書架など普段は
できないような場所の掃除も行います。

6/3▶6/8

6/10▶6/15

6/17▶6/22

6/24▶6/29

市内の図書館は、順次蔵書点検を行うため次の期間は休館します。
※点検期間前後の月曜日などの全館共通休館日は通常どおり休館
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各種相談 日 日時　　場 場所　　問 問合せ 5月

休日当番医
休日・夜間緊急医案内サービス
050-3033-0665
診療時間など詳細は
各医療機関へ問い合わせください

3
日

憲法
記念日

穂高病院 82-2474［穂高］
荻原内科クリニック 72-6188［豊科］
中萱医院 77-2130［三郷］
アルプス歯科クリニック 77-8901［三郷］

4
日

みどり
の日

やざき診療所 62-2360［明科］
百瀬医院 82-2205［穂高］
和田医院 72-2047［堀金］
小山歯科医院 62-3080［明科］

5
日

こども
の日

小田切医院 83-6025［穂高］
いけだ内科・脳神経内科クリニック 31-6773［豊科］
ヴェリタス堀金診療所 87-6700［堀金］
堀金歯科医院 72-6975［堀金］

6
日

振替
休日

塔の原内川医院 81-2121［明科］
石田医院 72-2766［豊科］
赤津整形外科クリニック 76-3133［三郷］
さとう歯科医院 81-5155［穂高］

11
日

古川整形外科医院 82-8880［穂高］
髙橋医院 82-2561［穂高］
あさひ内科クリニック 50-8075［豊科］
下條歯科医院 72-7433［堀金］

18
日

根津内科医院 82-8382［穂高］
こうの内科循環器科 71-5881［豊科］
あづみ野平林整形外科 88-3322［堀金］
佐野歯科クリニック 82-2073［穂高］

25
日

柏原クリニック 82-7222［穂高］
追分クリニック 82-2129［穂高］
とよしな内科クリニック 72-1047［豊科］
髙橋喜博歯科医院 73-3771［堀金］

こころの相談
場・問松本保健福祉事務所　TEL 40-1938
※日時や時間を変更する場合があるため事前に問い合
わせください。

精神保健相談  
日 第2～4月曜日・第1木曜日
14：00≫16：00

児童・思春期精神保健相談
日 第2～4木曜日　14：00≫16：00

依存症相談
日 1日（木）　9：30≫10：00

介護相談
日 平日　8：30≫17：00
場・問中部地域包括支援センター
TEL 72-9986 FAX 87-2700
場・問北部地域包括支援センター
TEL 81-0760 FAX 88-3711
場・問南部地域包括支援センター
TEL 77-4007 FAX 77-4087

心配ごと相談
日 7日（水）　13：00≫16：00
場 豊科公民館
問 まいさぽ安曇野　TEL 88-8707

日 12日（月）　13：00≫16：00★
場・問堀金憩いの里うらら　TEL 73-5288

日 16日（金）　13：00≫16：00★
場・問明科総合福祉センター「あいりす」
TEL 62-2429

日 22日（木）　13：00≫16：00★
場・問三郷福祉センター　TEL 77-8080

日 27日（火）　13：00≫16：00
場 穂高公民館
問 市社会福祉協議会穂高支所　TEL82-2940
★の相談日は要予約

子ども･ひとり親家庭･女性の相談
日 平日　8：30≫17：15
場・問子ども家庭支援課　TEL 71-2265

問 商工労政課　TEL 71-2041

中信労政事務所の労働相談会
日 8日（木）　13：00≫16：00
場 市役所2階 会議室205

わかもの就職サポート相談会
日 16日（金）　13：30≫16：30
場 市役所2階 会議室205
※おおむね44歳まで
※予約は開催日2日前の17：00まで

ユニオンサポートセンターの
生活労働相談会
日 8日（木）　18：00≫20：00
場 市役所2階 会議室205
※予約は開催日2日前の17：00まで

若年者引きこもりやブランクの
ある人向け就労相談会
日 20日（火）  10：00≫16：00
場 市役所2階 会議室205
問 しおじり若者サポートステーション
TEL 54-6155
※15 ～49 歳の人とその家族が対象

労働に関する相談

要予約

要予約

学校や教育の相談
学校での交友関係やいじめ、進学や進路、不登校、発達
障害など子育てや教育に関する相談など
日 平日　9：00≫16：30
場・問教育相談室（豊科公民館内）
TEL 72-2238

要予約

消費生活相談
日 平日　8：30≫17：15　※受付は16：00まで

場・問市役所2階 消費生活センター
TEL 71-2100
※個人事業者・法人からの相談は受付けません。

日 15日（木）　13：30≫15：30
場 市役所2階 相談室211・212
問 長野県行政書士会中信支部
TEL 87-3798
※予約は開催日の2日前まで（平日10：00≫16：00）

行政書士 相続・法務無料相談 要予約

日 19日（月）　10：00≫14：00
場 市役所2階 相談室212
問 地域づくり課　TEL 71-2494
※1回の相談時間30分で3枠（先着順）
※予約は開催日3日前の17：00まで

区・自治会に関する相談 要予約

ひきこもりの相談
おおむね15～64 歳のひきこもりに悩む家族・本人の
相談に応じます。
日 平日　9：00≫16：00
場・問子ども家庭支援課　TEL 71-2265

要予約

日 8日（木）　予約受付1日（木）
22日（木）　予約受付15日（木）

　13：30≫16：30　※予約受付9：00≫12：00

場 市役所2階 相談室211
問 地域づくり課　TEL 71-2496
※1回の相談時間20分で8枠（抽選）

弁護士 無料法律相談 要予約

相続登記に関する相談など
日 14日（水）　13：30≫16：40
場 市役所2階 相談室211
問 地域づくり課　TEL 71-2496
※1回の相談時間30分で6枠（先着順）
※予約は7日（水）9：00≫12：00

要予約司法書士 相続等法律無料相談

日 2日（金）　13：00≫15：45
場 市役所3階 会議室307
問 全国空き家アドバイザー協議会
　安曇野支部　TEL 88-6388
※1回の相談時間45分で6枠（先着順）
※予約は開催日7日前の17：00まで

日 21日（水）　9：00≫11：50
場 市役所3階 相談室311
問 移住定住推進課　TEL 71-2011
※1回の相談時間50分で3枠（先着順）
※予約は開催日7日前の17：15まで

要予約専門家による空き家相談

日 3日（土）・25日（日）　13：00≫19：00
場 穂高総合体育館 ミーティングルーム
問 移住定住推進課　TEL 71-2081
※予約は開催日5日前まで。婚活者本人に限る。

要予約婚活お悩み相談

要予約

要予約

要予約

要予約
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あづみの
子育て
レポート

親子や子どもに読み聞かせを通じて絵本に触れ合う機会
を作りたいと、平成19年から豊科図書館とおはなし会を開
いている「おはなしたんぽぽ」。この日は200回目のおはな
し会が開かれました。参加した10組の親子は一緒に手遊び
をしたり、春らしい絵本の読み聞かせに笑顔を見せたりし
て穏やかな時間を過ごしていました。

代表の赤羽敦子さん(69・豊科南穂高)は「皆さんに背中
を押してもらい、続けてこられた。参加してくれる子どもの
成長を見ることが何よりもうれしい」と話してくれました。

No.28

5月の母乳
・育児相談

保健師・助産師・管理栄養士・歯科衛生
士等が相談に応じます。
持母子健康手帳　他母乳相談は要予約
問健康支援課 ℡ 81-0711

場　所 豊科保健センター 穂高保健センター 三郷保健センター

日にち 13日（火） 9 日・30 日（金） 23日（金）

時　間 9:30～11：00

おはなしを届け続けて
200回

豊科中央児童館
TEL 72-0122

高家児童館
TEL 72-5685

南穂高児童館
TEL 71-5150

穂高中央児童館
TEL 84-0762

穂高西部児童館
TEL 82-2527

穂高北部児童館
TEL 83-5494

三郷児童館
TEL 76-0185

堀金児童館
TEL 71-2122

明科児童館
TEL 62-2482

ファミリー・サポート・
センター　TEL 71-1125

9
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

9
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

7
（水）

おはなし会
11：00～11：20

9
（金）

野菜の苗植え
10：30～11：30

22
（木）

子育て相談
ママカフェ
10：30～11：30

2
（金）

おはなし会
11：00～11：15

2
（金）

育児相談・身体測定
10：00～12：00

10
（土）

クッキー作り
14：00～15：30

10
（土）

クライミング教室
14：00～15：30

21
（水）

ふぁみPaつくって
かざろう手形・足形
10：30～11：30

10
（土）

モルックを楽しもう!
14：00～15：00

12
（月）
23
（金）

おはなし会
11：00～11：20

16
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

16
（金）

へんしん!!
手形・足形アート
10：30～11：30

23
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

9
（金）

おさがり会
10：30～11：00

23
（金）

だっこちゃん
～ベビーマッサージ～
10：30～11：30

19
（月）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

16
（金）
22
（木）

おはなし会
11：00～11：20

17
（土）

つくって遊ぼう
平面キューブ
14：00～15：00

14
（水）

親子運動教室
10：30～11：30

20
（火）

夏野菜の植付け
10：00～11：00

16
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

23
（金）

離乳食カフェ
11：15～12：00

13
（火）

おしゃべりタイム
～スクラップブッキング～
10：30～11：30

27
（火）

ちょこっとタイム
～絵本と工作～
10：30～11：30

23
（金）

運動遊び
10：30～11：30

17
（土）

ステップアップ
クライミング
14：00～15：30

23
（金）

さつまいもの苗を
植えよう!
10：30～11：30

17
（土）

卓球教室
10：30～11：30

27
（火）

うんどうあそび
11：00～11：30

21
（水）

おはなし会
11：00～11：20

26
（月）

おはなし会
11：00～11：20

16
（金）

育児相談・身体測定・
読み聞かせ
9：30～12：00

30
（金）

おさがり会
10：30～11：00

22
（木）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

26
（月）

おはなし会
11：00～11：20

27
（火）

ゆうがたほっとタイム
16：15～17：00

29
（木）

ママヨガちょこっと
親子体操
10：30～11：00

30
（金）

ファミリー・サポート・
センター登録会
10：30～11：30

31
（土）

病児・障がい児対象
にじいろパーク
10：30～11：30

23
（金）

5月生まれ
ハッピーバースデイ
10：30～11：30

30
（金）

おもちゃコンサルタント
と木育おもちゃで遊ぼう
10：00～11：00

28
（水）

おさがり会
11：00～11：30

31
（土）

チャレンジタイム
10：30～11：30

おはなしたんぽぽ
3/14(金)�豊科図書館
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市 HP
子育て情報

図書館
イベント情報

児童館・
ファミサポ
情報

❺月の児童館の予定　詳細は各児童館に直接お問い合わせいただくか、HPをご覧ください。

豊科中央児童館
TEL 72-0122

高家児童館
TEL 72-5685

南穂高児童館
TEL 71-5150

穂高中央児童館
TEL 84-0762

穂高西部児童館
TEL 82-2527

穂高北部児童館
TEL 83-5494

三郷児童館
TEL 76-0185

堀金児童館
TEL 71-2122

明科児童館
TEL 62-2482

ファミリー・サポート・
センター　TEL 71-1125

9
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

9
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

7
（水）

おはなし会
11：00～11：20

9
（金）

野菜の苗植え
10：30～11：30

22
（木）

子育て相談
ママカフェ
10：30～11：30

2
（金）

おはなし会
11：00～11：15

2
（金）

育児相談・身体測定
10：00～12：00

10
（土）

クッキー作り
14：00～15：30

10
（土）

クライミング教室
14：00～15：30

21
（水）

ふぁみPaつくって
かざろう手形・足形
10：30～11：30

10
（土）

モルックを楽しもう!
14：00～15：00

12
（月）
23
（金）

おはなし会
11：00～11：20

16
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

16
（金）

へんしん!!
手形・足形アート
10：30～11：30

23
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

9
（金）

おさがり会
10：30～11：00

23
（金）

だっこちゃん
～ベビーマッサージ～
10：30～11：30

19
（月）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

16
（金）
22
（木）

おはなし会
11：00～11：20

17
（土）

つくって遊ぼう
平面キューブ
14：00～15：00

14
（水）

親子運動教室
10：30～11：30

20
（火）

夏野菜の植付け
10：00～11：00

16
（金）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

23
（金）

離乳食カフェ
11：15～12：00

13
（火）

おしゃべりタイム
～スクラップブッキング～
10：30～11：30

27
（火）

ちょこっとタイム
～絵本と工作～
10：30～11：30

23
（金）

運動遊び
10：30～11：30

17
（土）

ステップアップ
クライミング
14：00～15：30

23
（金）

さつまいもの苗を
植えよう!
10：30～11：30

17
（土）

卓球教室
10：30～11：30

27
（火）

うんどうあそび
11：00～11：30

21
（水）

おはなし会
11：00～11：20

26
（月）

おはなし会
11：00～11：20

16
（金）

育児相談・身体測定・
読み聞かせ
9：30～12：00

30
（金）

おさがり会
10：30～11：00

22
（木）

育児相談・身体測定
10：30～12：00

26
（月）

おはなし会
11：00～11：20

27
（火）

ゆうがたほっとタイム
16：15～17：00

29
（木）

ママヨガちょこっと
親子体操
10：30～11：00

30
（金）

ファミリー・サポート・
センター登録会
10：30～11：30

31
（土）

病児・障がい児対象
にじいろパーク
10：30～11：30

23
（金）

5月生まれ
ハッピーバースデイ
10：30～11：30

30
（金）

おもちゃコンサルタント
と木育おもちゃで遊ぼう
10：00～11：00

28
（水）

おさがり会
11：00～11：30

31
（土）

チャレンジタイム
10：30～11：30

お子さんの写
真を紹介しま
せんか！投稿
方法は市 HP へ

（対象3歳以下）

PHOTO

龍
りゅうく

玖くん（8カ月）
たくさん食べて
パパみたいに
大きく育ってね！

樹
じ ゅ り

里ちゃん（2歳）
いつもニコニコ笑顔が
素敵。元気で大きく
なってね！

場　所 内　容 日にち 時　間

中央図書館
TEL 84-0111

おはなしのとびら 14・21・28日（水）
10：30～

さんぽ市おはなし会 17日（土）

豊科図書館
TEL 71-4022 おはなしたんぽぽ 16日（金） 11：00～

三郷図書館
TEL 76-3078

ポケットの会 10日（土） 10：30～

おはなし会 22日（木） 11：00～

堀金図書館
TEL 72-3601

おはなしのへや 20日（火） 11：00～

おりがみのへや 21日（水） 16：30～

明科図書館
TEL 62-1122 おはなしひまわり 24日（土） 11：00～

5月の図書館 ワクワク・ドキドキおはなし会  
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ら
だ
を
動
か
し
・
頭
で
考
え
・
心
に　

　
　
　
感
ず
る
。
こ
の
言
葉
は
、
臼
井
吉
見

が
昭
和
42
年
３
月
に
中
学
校
で
行
っ
た
講
演

会
で
生
徒
た
ち
に
語
っ
た
言
葉
の
一
つ
で

す
。
安
曇
野
で
志
を
高
く
持
っ
て
学
ん
だ
多

く
の
人
々
は
こ
の
地
は
も
と
よ
り
、
世
界
の

舞
台
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現

在
も
こ
の
先
人
の
作
り
上
げ
た
風
土
や
歴
史

を
継
承
し
、
新
た
な
教
育
・
文
化
・
芸
術
と

共
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
安
曇
野
ら
し

い
教
育
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
市

で
は
第
１
次
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

し
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

計
画
策
定
の
背
景
と
目
的

　
市
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
涯
を
通
じ
て

学
び
合
い
、
高
め
合
い
、
先
人
が
残
し
た
文

化
・
芸
術
を
守
り
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
郷
土
へ
の
愛
着
を
持
ち
育
ん
で
い
く

こ
と
を
目
的
に
教
育
大
綱
を
定
め
て
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
基
づ
き
幅
広
い
分
野
で
計
画
を

策
定
し
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
、
そ
し
て
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、

安
曇
野
の
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で

も
風
化
し
て
い
か
な
い
理
念
を
も
っ
て
教
育

や
学
び
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
各
計
画
を
統

合
し
教
育
大
綱
の
理
念
を
引
継
ぎ
、
教
育
・

子
育
て
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

一人一人が幸せを実感できる安曇野を持続可能な教育で目指します

教育振興
基本計画

令和７年度
（2025 年）

▼
令和 10 年度
(2028 年）

策定第
１
次

基本
理念

・からだを動かし、頭で考え、心に感ずる“未来を拓く たくましい安曇野の子ども”を育みます。
・すべての人が生涯を通じて学び合い、文化・芸術のかおり高い安曇野を目指します。

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３ 基本方針４ 基本方針５ 基本方針６

子ども
子育て

学校教育
家庭・地域
との連携

生涯学習 スポーツ 文化芸術

文
化
芸
術
を
育
む
と
共
に
歴
史
・
文
化

遺
産
を
継
承
し
続
け
る
地
域
の
実
現

問学校教育課
℡71-2223

か

子
ど
も
・
若
者
が
健
や
か
に
成
長
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現

郷
土
愛
と
未
来
を
切
り
拓
く
力
を

育
む
魅
力
あ
る
学
校
教
育
の
実
現

学
校
と
家
庭
、
地
域
等
と
の
連
携
に
よ
る

豊
か
な
学
び
と
心
の
育
成
の
実
現

生
涯
を
通
じ
学
ぶ
喜
び
を
実
感
で
き
る

地
域
の
実
現

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
や
体
を

健
や
か
に
育
む
地
域
の
実
現
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一
人
一
人
が
幸
せ
を

実
感
で
き
る
社
会
へ

　　
こ
の
計
画
で
は
、
人
格
形
成
に
最
も
重
要

で
あ
る
幼
児
期
、
学
童
期
、
青
年
期
の
教
育

と
福
祉
。
そ
し
て
成
人
後
も
学
び
続
け
ら
れ

る
社
会
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
な
ど
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
６
の
基
本
方
針
を
定
め
、

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
広
義
の
教
育
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
優
れ

た
取
組
を
提
案
す
る
都
市
と
し
て
、
内
閣
府

か
ら
２
０
２
４
年
度
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
に
選
定
さ
れ
た
安
曇
野
市
。
本
計
画
で

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

と
い
う
理
念
を
大
切
に
し
、
性
別
、
年
齢
、

国
籍
、障
が
い
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
一
人
が
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

計画の注目ポイント・具体的な取り組み

   地元に愛着を持ち、ずっと住み続けるために

市内の中学1年生が、地元にある企業などを知
り、そこで働く大人の姿や考えに触れること
で、自らの生き方や働く意味を考える「安曇野
市中学生キャリアフェスティバル」を開催。地
域の大人とのつながりを通じて魅力を発見し、
働くことと郷土への愛着や誇りを育てます。

   文化・芸術がすぐそばにある暮らしを

アーティスト・イン・レジデンスなどを開催し、
市内外の芸術家の創作活動や活躍の場を市内
に作ります。文化芸術活動の活性化を促し、市
民が芸術や文化に親しむ環境を作ります。

SDGs未来都市として、子どもから大人まで途切れることのない教育をあ
らゆる視点から推進し、生涯にわたって持続可能な教育を展開します。

計画書・概要版は学
校教育課・市 HP で
ご覧いただけます

市 HP

   Point1

   Point2

   子どもから大人まで 持続可能な教育環境
   Point3

本年度のキャリアフェスティバルは
10/15開催！詳細は８ページをご覧ください。

昨年開催した安曇野アーティス
ト・イン・レジデンスの様子を市公
式 YouTubeでご覧いただけます。
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里食
3月22日　さとぷろ。いろいろ相談会3月9日　豊科郷土博物館春季企画展「食卓の風景」

山の整備や管理、野生鳥獣など里山の悩みや疑問を
相談できるイベント(さとぷろ。主催)がANCアリーナ
で初めて開かれました。会場には個別相談やさとぷろ。
の活動を紹介するブースが設けられ、アドバイスを熱
心に聞きメモを取ったり出展者と交流したりする参加
者の姿が見られました。合わせて開かれたパネルディ
スカッションでは、里山で活動する皆さんが活動への
思いや様子を紹介。登壇したあづみの樹楽会の東川知
靖さんは「里山整備は危険も多いが、信頼する仲間と活
動できる。里山を身近に感じてもらえるよう、活動を続
けたい」と充実した表情を見せていました。

戦後から現在に至るまでの家庭の食卓の移り変わり
を紹介する企画展「食卓の風景 食と家族の80年」が豊
科郷土博物館で5月18日まで開かれています。この日
はギャラリートークが行われ、参加者は学芸員の解説
を熱心に聞き、変わりゆく食卓の様子をリアルな食品
サンプルなどで再現した展示に見入っていました。

学芸員の宮本尚子さんは「展示や食体験を通じて、時
代ごとの家族や暮らしの変化を感じてもらいたい」と
話し、多くの来場を願っていました。5月11日には、実
際にうどんなどを調理しながら安曇野の粉食文化を紹
介するワークショップを開催します。

山のプロから学ぶ　解決のヒント卓からみえる　時代の移ろい

4月4日　明北小学校入学式

市内の小中学校で入学式が開かれたこの日、明北小学校では10人
の児童が保護者と初めて登校し、在校生や教職員らから温かい拍手に
迎えられました。新1年生は時折緊張した表情を見せていたものの、浅
川浩校長が「小学校は新しいことを知ったり覚えたりするところ。元
気なあいさつをして楽しく勉強しましょう」と呼び掛けると笑顔を浮
かべながら返事をしていました。

入学を毎日楽しみにしていた瀬戸まりなさん（6）は「勉強が楽しみ
で1番頑張りたいのは図工。友達もたくさん作りたい」と声を弾ませ、
母親の英里佳さん（40）は「心配な気持ちもあるが、毎日楽しく通学し
てくれるとうれしい」と話してくれました。

今 日から1年生！　ピカピカのランドセルと笑顔が輝く
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★
In

terview
★

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
ま
す
。

　
市
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
は
オ
ー
プ
ン
以
来
、

着
々
と
コ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス

内
も
日
々
変
わ
り
続
け
て
お
り
、
四
季
の
移

ろ
い
に
よ
っ
て
訪
れ
る
た
び
に
景
色
も
異
な

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
競
技
人
口
が
少
な
い
Ｍ

Ｔ
Ｂ
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
楽
し
み
に
、
多
く

の
人
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

に
し
た
い
と
整
備
を
始
め
ま
し
た
。
市
Ｍ
Ｔ

Ｂ
コ
ー
ス
は
常
念
岳
を
横
目
に
森
の
中
を
疾

走
す
る
初
級
か
ら
上
級
ま
で
の
コ
ー
ス
が
あ

り
、
抜
群
の
爽
快
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
い
ず
れ
も
未
経
験
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
に
は
難
易
度
が
高
い
コ
ー
ス
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
初
め
て
Ｍ
Ｔ
Ｂ
を
体
験
す
る
人
で

も
安
全
に
、
こ
の
爽
快
感
を
得
ら
れ
る
コ
ー

ス
を
作
り
た
い
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
者
の
声
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
お
客
さ
ん
に
「
ト
レ
イ
ル
は
生
き
物
な
ん

だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

言
葉
通
り
、
コ
ー
ス
に
は
複
数
の
ラ
イ
ン
が

あ
り
、
自
分
が
通
過
す
る
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。
ま
た

コ
ー
ス
は
、
天
候
や
降
水
量
に
よ
っ
て
姿
が

変
わ
り
、
同
じ
日
に
同
じ
コ
ー
ス
を
走
っ
て

も
違
う
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
ず
っ
と
同
じ
コ
ー
ス
で
良
い

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
を
入
れ

改
良
を
加
え
、
常
に
お
客
さ
ん
が
満
足
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
作
り
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
お
客
さ
ん
の
声
で
す
。
コ
ー
ス
を
走
り

終
え
た
時
に
感
想
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
改

良
し
た
セ
ク
シ
ョ
ン
の
評
価
を
聞
い
た
り
。

感
想
が
作
業
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と

な
り
、新
た
な
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
が
り
ま
す
。

あ
ま
り
自
信
が
な
か
っ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
の
反

応
が
良
か
っ
た
時
は
う
れ
し
く
、
次
へ
の
モ

　
（
一
社
）Ｍ
Ｓ
Ｊ
の
職
員
と
し
て
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ

の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
市
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
を

オ
ー
プ
ン
か
ら
支
え
る
野
村
拓
未
さ
ん
。
コ

ー
ス
整
備
に
情
熱
を
注
ぐ
野
村
さ
ん
に
、
作

業
に
か
け
る
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

初
心
者
が
楽
し
め
る
コ
ー
ス
を

　
市
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
た
当
初

は
、
営
業
が
始
ま
る
午
前
９
時
ま
で
に
コ
ー

ス
を
試
走
し
、
危
険
箇
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
し
た
が
、
２
年
目
か

ら
は
整
備
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
が
閉
鎖
し
て
い
る
冬
の
間
は
支
障

木
の
伐
採
や
土
留
め
な
ど
、
コ
ー
ス
全
体
や

セ
ク
シ
ョ
ン
の
改
良
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
緩
斜
面
で
は
重
機
が
使
え
ま
す
が
、
急

斜
面
は
手
作
業
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ス
コ
ッ

プ
を
使
い
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
つ

一
つ
の
作
業
は
重
労
働
で
す
が
、「
こ
こ
を

こ
う
し
た
ら
お
も
し
ろ
そ
う
」
と
Ｍ
Ｔ
Ｂ
で

疾
走
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
な
が

誰もが楽しめるコースを求めて
相方はMTBとチェーンソー

Vol.34

構想を思い描きながら作業に没頭する
須砂渡の山の開

パイオニア

拓者

ら
、
や
り
が
い
を
持
っ

て
続
け
て
い
ま
す
。

　
本
年
１
月
か
ら
取
り

掛
か
っ
て
い
る
の
は
、

事
務
所
西
側
に
あ
る
く

ぼ
地
の
有
効
活
用
。
イ

ベ
ン
ト
時
に
は
駐
車

場
、
通
常
時
に
は
い
ろ

ん
な
人
が
レ
ジ
ャ
ー
で

楽
し
め
る
よ
う
な
場
所

野 村 拓 未 さん

小学生の時に元五輪
代表・小林可奈子さん
主 宰 の MTB ク ラ ブ
安曇野に入り、以来そ
の魅力にのめり込ん
でいる。コースのオー
プンから運営に携わ
っ て い る。2017 年
開催アーバンサイク
リング世界選手権、
2018 年開催アジア
MTB 選手権出場。

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

〇
セ
ク
シ
ョ
ン

　

コ
ー
ス
上
に
人
為
的
に
作
ら
れ
た
テ
ク

　

ニ
カ
ル
な
エ
リ
ア
の
こ
と

〇
市
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス

営
業
期
間　

4
月
下
旬
～
11
月
末

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

利
用
料　

▽
１
日
２
０
０
円

　

▽
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク
１
時
間
３
０
０
円

コ
ー
ス　

▽
ベ
ー
シ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
▽
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ト
ラ
ッ
ク
▽
フ
リ
ー
ラ

イ
ド
ト
ラ
ッ
ク
▽
コ
ネ
ク
ト
パ
ー
ク

◀市MTBコース
　Instagram
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2025 年 4 月 1 日現在の人口と世帯数
住民基本台帳に基づく（　）内は対前月比

人口95,555人（－184）

42,101世帯（+86）

本庁舎夜間時間延長窓口 5月13日（火）
17：15 ≫ 20：00

休日開庁日 4月27日（日）・5月25日（日）
8：30 ≫ 12：00

本庁舎閉庁日　　　　　　　　5月10日（土）
終日
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◆取材で出会った市民の皆さんとの交流は、まさ
に人生の“肥やし”となりました。さて次は、広報
から農業へ――これぞ本当の“畑違い”。心機一
転、農家の皆さんと一緒に安曇野の農産物で笑顔
の収穫を目指します！ My

◆うわさに聞いていましたが、市役所の異動はま
さに転職のような仕事内容の変化でまだ心と体
が追い付いていません（苦笑）。早くよい記事を提
供できるよう精進します！ Tn

◆今月から広報担当になりました。ちゃんとした
カメラを初めてさわりましたが難しいですね。写
真の勉強から始めたいと思います。 An

◆入学式の取材で見つけたのは新1 年生の顔に
咲いたはじける笑顔。桜の開花前、素敵な満開に
出会いました。  Aa

◆行きつけのご飯屋さんで見つけた格言「たっ
た一言が人の心を傷つける　たった一言が人の
心を暖める」。今年１年はこの言葉を大切にがん
ばります。 Yi  
◆桜を求めて３日。ようやく今回の表紙の写真が
撮れました。写真は一期一会ですね。 Hh

女49,159人（－106）

全国各地で山火事が多く発生し、市内でもあぜ焼きによる火災や林野
火災が急増しています。空気が乾燥する春は、火災が最も発生しやすい
時期。大切な命や財産を守るために、火の取り扱いの確認をもう一度お
願いします。

■山火事を防ぐポイント

　　　外で火を使う時は
　　　天候や周囲の状況を確認！

救急車の正しい利用にご協力を!

その119、本当に必要？

年々増加している救急車の出動。松本広域消防局管内の昨年度の
出動件数は1日平均約60件、年間約21,000件で過去最多となりま
した。救急車の適正な利用にご協力ください。

■緊急でない通報は控えて！
「靴擦れが痛い」「診察の予約をしてある」といった緊急でない通報もあ
ります。救急搬送が必要な状態か確認し通報してください。

■こんな時は迷わず119！
「突然の激しい頭痛・胸痛」「意識・呼吸がない」「大けが・大量出血」など
救急車が必要な時は迷わず通報してください。

■判断に迷った時は、無料電話相談をご利用ください
15歳未満　長野県小児救急電話相談 ℡＃8000
15歳以上　長野県救急安心センター ℡＃7119

問危機管理課 ℡72-6769

男46,396人（－78）

風が強い時や空気が乾燥している時、枯れ草
がある場所など火事の起こりやすい状況で
は、火気の使用を控えてください。森林やそ
の周囲１㎞以内で火入れ※を行う時は、耕地
林務課に申請してください。
※害虫の駆除や焼き畑などで広範囲を焼却すること 市内で発生した林野火災

　　　完全に火が消えるまでその場を離れない！
喫煙は決められた場所で行い、たばこの吸い殻は確実に火を消し処分
してください。

ご注意を！！山火事に急増しています！！

問危機管理課 ℡72-6769
　耕地林務課 ℡71-2432




